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国国国国国国国国国国産産産産産産産産産産のののののののののの厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳選選選選選選選選選選さささささささささされれれれれれれれれれたたたたたたたたたたううううううううううななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎをををををををををを国産の厳選されたうなぎを使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。ごごごごごごごごごご家家家家家家家家家家族族族族族族族族族族、、、、、、、、、、ググググググググググルルルルルルルルルル用しています。ご家族、グルーーーーーーーーーーー
ププププププププププ、、、、、、、、、、おおおおおおおおおお子子子子子子子子子子様様様様様様様様様様連連連連連連連連連連れれれれれれれれれれ大大大大大大大大大大歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎でででででででででですすすすすすすすすすプ、お子様連れ大歓迎です。。。。。。。。。。。

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日３３３３３３３３３３ーーーーーーーーーー１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－１１１１１１１１１１住所：朝日３ー１６－１７７７７７７７７７７７

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２・・・・・・・・・・３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３６２・３１３４４４４４４４４４４４

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間営業時間：：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分午前１１時３０分～～～～～～～～～～～

午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後２２２２２２２２２２時時時時時時時時時時、、、、、、、、、、午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後５５５５５５５５５５時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～７７７７７７７７７７時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００　午後２時、午後５時～７時３０分分分分分分分分分分分

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日：：：：：：：：：：木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日、、、、、、、、、、第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜定休日：木曜日、第３日曜日日日日日日日日日日日

ホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムペペペペペペペペペペーーーーーーーーーージジジジジジジジジジホームページ：：：：：：：：：：：hhhhhhhhhhttttttttttttttttttttpppppppppp::::::::::////////////////////wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww..........uuuuuuuuuunnnnnnnnnnaaaaaaaaaaggggggggggiiiiiiiiii----------kkkkkkkkkkoooooooooobbbbbbbbbboooooooooorrrrrrrrrriiiiiiiiii..........ccccccccccoooooooooommmmmmmmmmhttp://www.unagi-kobori.com///////////

小小小小小小小小小小堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀ううううううううううななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ小堀うなぎ店店店店店店店店店店店

北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道産産産産産産産産産産そそそそそそそそそそばばばばばばばばばば粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉をををををををををを自自自自自自自自自自家家家家家家家家家家製製製製製製製製製製粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉北海道産そば粉を自家製粉ししししししししししし
てててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすています。。。。。。。。。。。

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日３３３３３３３３３３ーーーーーーーーーー１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－２２２２２２２２２２住所：朝日３ー１３－２６６６６６６６６６６６

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３・・・・・・・・・・９９９９９９９９９９３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１６３・９３１２２２２２２２２２２２

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分営業時間：午前１１時３０分～～～～～～～～～～～

　午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後２２２２２２２２２２時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００午後２時３０分分分分分分分分分分分

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日定休日：：：：：：：：：：：月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～水水水水水水水水水水曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜月～水曜日日日日日日日日日日日

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦蕎麦処処処処処処処処処処処　一一一一一一一一一一竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹一竹

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日４４４４４４４４４４ーーーーーーーーーー８８８８８８８８８８－－－－－－－－－－１１１１１１１１１１住所：朝日４ー８－１０００００００００００

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３・・・・・・・・・・００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６３・０１１５５５５５５５５５５５

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分営業時間：午前１１時３０分～～～～～～～～～～～

　午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後２２２２２２２２２２時時時時時時時時時時、、、、、、、、、、午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後５５５５５５５５５５時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１００００００００００午後２時、午後５時～１０時時時時時時時時時時時

（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日ののののののののののみみみみみみみみみみ午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後9999999999時時時時時時時時時時　（日曜日のみ午後9時まままままままままままでででででででででで））））））））））で）

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日定休日：：：：：：：：：：：月月月月月月月月月月・・・・・・・・・・火火火火火火火火火火曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝日日日日日日日日日日をををををををををを除除除除除除除除除除くくくくくくくくくく月・火曜日（祝日を除く）））））））））））

土土土土土土土土土土・・・・・・・・・・日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日、、、、、、、、、、祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝日日日日日日日日日日ももももももももももラララララララララランンンンンンンンンンチチチチチチチチチチ土・日曜日、祝日もランチメメメメメメメメメメメ
ニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーあああああああああありりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴会会会会会会会会会会２２２２２２２２２２ニューあります。各種宴会２４４４４４４４４４４４
名名名名名名名名名名様様様様様様様様様様ままままままままままでででででででででで承承承承承承承承承承りりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす名様まで承ります。。。。。。。。。。。

寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿司司司司司司司司司司・・・・・・・・・・割割割割割割割割割割寿司・割烹烹烹烹烹烹烹烹烹烹烹　海海海海海海海海海海幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸海幸
ススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツ大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会、、、、、、、、、、各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種イイイイイイイイイイベベベベベベベベベベンンンンンンンンンントトトトトトトトトト用用用用用用用用用用弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁当当当当当当当当当当スポーツ大会、各種イベント用弁当、、、、、、、、、、、
ごごごごごごごごごご予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算にににににににににに合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわせせせせせせせせせせてててててててててておおおおおおおおおお作作作作作作作作作作りりりりりりりりりりししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすご予算に合わせてお作りします。。。。。。。。。。。
近近近近近近近近近近郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊へへへへへへへへへへのののののののののの配配配配配配配配配配達達達達達達達達達達もももももももももも承承承承承承承承承承りりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす近郊への配達も承ります。。。。。。。。。。。（（（（（（（（（（要要要要要要要要要要（要予予予予予予予予予予予約約約約約約約約約約））））））））））約）

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日１１１１１１１１１１ーーーーーーーーーー７７７７７７７７７７－－－－－－－－－－１１１１１１１１１１住所：朝日１ー７－１０００００００００００

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２・・・・・・・・・・７７７７７７７７７７１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４６２・７１４１１１１１１１１１１１

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前９９９９９９９９９９時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後営業時間：午前９時～午後２２２２２２２２２２２

時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００　時３０分分分分分分分分分分分

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日定休日：：：：：：：：：：：日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日日曜日

ビビビビビビビビビビジジジジジジジジジジネネネネネネネネネネススススススススススラララララララララランンンンンンンンンンビジネスランチチチチチチチチチチチ　エエエエエエエエエエルルルルルルルルルルムムムムムムムムムムエルム

群群群群群群群群群群馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬県県県県県県県県県県産産産産産産産産産産ののののののののののロロロロロロロロロローーーーーーーーーースススススススススス生生生生生生生生生生姜姜姜姜姜姜姜姜姜姜焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼ききききききききききははははははははははとととととととととと群馬県産のロース生姜焼きはとててててててててててて
ももももももももももややややややややややわわわわわわわわわわららららららららららかかかかかかかかかか。。。。。。。。。。エエエエエエエエエエビビビビビビビビビビチチチチチチチチチチリリリリリリリリリリととととととととととミミミミミミミミミミニニニニニニニニニニララララララララララもやわらか。エビチリとミニラーーーーーーーーーーー
メメメメメメメメメメンンンンンンンンンンもももももももももも付付付付付付付付付付いいいいいいいいいいててててててててててメンも付いてボボボボボボボボボボボリリリリリリリリリリュュュュュュュュュューーーーーーーーーーリュームムムムムムムムムム満満満満満満満満満満点点点点点点点点点点でででででででででですすすすすすすすすすム満点です！！！！！！！！！！！

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日４４４４４４４４４４ーーーーーーーーーー１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－住所：朝日４ー１－２２２２２２２２２２２

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３・・・・・・・・・・５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９６６６６６６６６６６６３・５９６８８８８８８８８８８８

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間営業時間：：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分午前１１時３０分～～～～～～～～～～～

午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後２２２２２２２２２２時時時時時時時時時時、、、、、、、、、、午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後５５５５５５５５５５時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分　午後２時、午後５時３０分～～～～～～～～～～～

９９９９９９９９９９　９時時時時時時時時時時時

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日定休日：：：：：：：：：：：月月月月月月月月月月曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日月曜日

菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑

ララララララララララーーーーーーーーーーメメメメメメメメメメンンンンンンンンンン、、、、、、、、、、餃餃餃餃餃餃餃餃餃餃子子子子子子子子子子のののののののののの専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門店店店店店店店店店店でででででででででですすすすすすすすすすラーメン、餃子の専門店です。。。。。。。。。。。
ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜひひひひひひひひひひ食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべにににににににににに来来来来来来来来来来ててててててててててくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいいぜひ食べに来てください。。。。。。。。。。。

住住住住住住住住住住所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日日日日日日日日日日３３３３３３３３３３ーーーーーーーーーー１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－１１１１１１１１１１住所：朝日３ー１２－１０００００００００００

電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号電話番号：：：：：：：：：：：緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３・・・・・・・・・・００００００００００８８８８８８８８８８２２２２２２２２２２６３・０８２５５５５５５５５５５５

営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００分分分分分分分分分分営業時間：午前１１時３０分～～～～～～～～～～～

　午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後３３３３３３３３３３時時時時時時時時時時、、、、、、、、、、午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後５５５５５５５５５５時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１午後３時、午後５時～１０００００００００００

　時時時時時時時時時時時

定定定定定定定定定定休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日定休日：：：：：：：：：：：火火火火火火火火火火曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日火曜日

札札札札札札札札札札幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌ララララララララララーーーーーーーーーーメメメメメメメメメメ札幌ラーメンンンンンンンンンンン　ササササササササササロロロロロロロロロロママママママママママサロマ

さまざまな飲食店・旅館が立地している大泉町。このコーナーでは、

大泉町旅館料理飲食店組合に加盟している店舗をご紹介していきます。
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年年年年年年年年年年
目目目目目目目目目目
年
目
ののののののののののの

６６６６６６６６６６００００００００００６０まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり

ま
ち
づ
く
り
へへへへへへへへへへへ

　
町
政
を
お
預
か
り
し
て
、
早
く
も
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、

現
場
主
義
を
貫
き
、「
ス
ピ
ー
ド
感
・
責
任
感
・
緊
張
感
」
を
も
っ
て
前
例
や
慣
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
迎
え
る
新
年
度
は
、
町
発
足
　
周
年
と

６０

い
う
「
還
暦
」
を
町
民
皆
様
と
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
心
新
た
に
、

道
な
き
道
も
切
り
拓
く
覚
悟
で
、
全
力
で
 舵
 取
り
役
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

か
じ

（
３
月
定
例
議
会
　
町
長
施
政
方
針
よ
り
）

大
泉
町
長
　

村
山
俊
明
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歳出

歳入

当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予当初予算算算算算算算算算算算平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成
22222222229999999999年年年年年年年年年年29年度度度度度度度度度度度

増減率比較平成２８年度平成２９年度

△５.１％△６億５,０００万円１２８億２,９００万円１２１億７,９００万円一般会計

２.９％２億３,５２０万円８０億４,１４０万円８２億７,６６０万円特別会計

０.９％４,２６０万円４６億８,４８０万円４７億２,７４０万円国民健康保険事業

会
計
別

４.９％１,４５０万円２億９,６４０万円３億１,０９０万円後期高齢者医療事業

６.９％１億５,６８０万円２２億８,２５０万円２４億３,９３０万円介護保険事業

１.３％１０万円７５０万円７６０万円公園墓地事業

２.８％２,１２０万円７億７,０２０万円７億９,１４０万円下水道事業

△２.０％△４億１,４８０万円２０８億７,０４０万円２０４億５,５６０万円総計

■平成２９年度当初予算総括表
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大大大大大大大大大大泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉町町町町町町町町町町のののののののののの家家家家家家家家家家計計計計計計計計計計大泉町の家計簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿
～町が年収４００万円の家庭だったら～

　平成２９年度一般会計の当初予算の内容を家庭の年間の

家計簿に置き換えました。（規模を約３,３００分の１として計算）

収入 支出

給料

　（町税）

パート収入など

　（使用料・手数料など）

預貯金取崩し

　（基金繰入金など）

前年の収入残

　（前年度からの繰越金）

親からの仕送り

　（地方交付税、国・県支出金など）

銀行からの借入れ

　（国・銀行などからの借入金）

合計

預貯金残高

食費（人件費）

医療費・教育費

　（児童手当・福祉医療費など）

ローンの返済

　（過去に借り入れた町債の元利償還金）

家の増改築費・修繕費など

　（普通建築事業費など）

光熱水費・日用雑貨など

　（委託料、光熱水費、消耗品など）

親戚への援助

　（補助金、負担金など）

子どもへの仕送り

　（他会計への繰出金など）

預貯金

　（基金積立金）

合計

ローン残高

243.0万円

32.1万円

19.3万円

3.3万円

97.3万円

5.0万円

400万円

213.6万円

68.6万円

78.2万円

29.4万円

22.4万円

78.0万円

59.9万円

56.8万円

6.7万円

400万円

258.8万円

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
が
１

２
１
億
７
９
０
０
万
円
で
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
５
・
１
％
の
減
で
、
金
額
に

す
る
と
６
億
５
０
０
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

防
災
行
政
無
線
設
置
工
事
の
完

了
な
ど
に
伴
い
、
投
資
的
経
費

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
を
は
じ
め
と
す
る
、
５
つ
の

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
　
億
８２

７
６
６
０
万
円
で
す
。
全
て
の

会
計
予
算
総
額
は
、
２
０
４
億

５
５
６
０
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
２
・
０
％

の
減
で
、
金
額
に
す
る
と
４
億

１
４
８
０
万
円
の
減
額
で
す
。

【
歳
入
】

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は

　
億
５
万
円
、
前
年
度
対
比

７４

　
・
６
％
の
減
、
国
か
ら
の
補

１０助
金
な
ど
の
国
庫
支
出
金
は
　１１

億
４
２
５
１
万
円
、
前
年
度
対

比
６
・
７
％
の
減
、
町
債
は
１

億
５
２
１
０
万
円
、
前
年
度
対

比
　
・
５
％
の
減
と
な
り
、
基

５８
金
な
ど
の
繰
入
金
は
５
億
８
６

０
０
万
円
と
な
り
、
大
幅
な
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　
歳
出
の
大
き
な
割
合
を
占
め

る
民
生
費
は
　
億
４
８
１
８
万

４０

円
、
前
年
度
対
比
１
・
３
％
の

減
、
続
く
総
務
費
は
　
億
７
５

１６

６
９
万
円
、
前
年
度
対
比
　
・
１８

０
％
の
減
と
な
り
、
商
工
費
は

５
億
９
７
６
５
万
円
、
前
年
度

対
比
　
・
０
％
の
増
と
な
り
ま

１７

し
た
。

　
常
に
ス
ピ
ー
ド
感
と
コ
ス
ト

意
識
を
持
ち
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
」
す
な
わ
ち
、
維

持
す
べ
き
も
の
・
変
え
る
べ
き

も
の
を
見
極
め
な
が
ら
、
健
全

財
政
の
も
と
、
全
力
で
町
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
 邁
 進
し
て
い

ま
い

き
ま
す
。

※
予
算
書
は
、
財
政
課
ま
た
は

図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm

a
.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
各
項
目
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
財
政
課
（
内
線
３
０
９
）

お
よ
び
各
担
当
課
へ
。

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計
当当当当当当当当当当
初初初初初初初初初初
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算

一
般
会
計
当
初
予
算
ののののののののののの

ああああああああああ
らららららららららら
まままままままままま

あ
ら
ま
ししししししししししし

当当当当当当当当当当
初初初初初初初初初初
予予予予予予予予予予

当
初
予
算算算算算算算算算算算
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商
工
業
の
成
長
と
発
展
は
、

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
原
動
力
と
な
る
も
の

で
す
。

　
企
業
情
報
交
換
会
や
企
業
誘

致
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

等
、各
種
支
援
制
度
を
拡
充
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
磨
き

を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、　６０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
誰
も

が
楽
し
め
る
「
花
火
大
会
」
を

開
催
す
る
ほ
か
、
観
光
協
会
等

と
連
携
し
、
大
泉
カ
ル
ナ
バ
ル

や
グ
ル
メ
横
丁
を
よ
り
一
層
Ｐ

Ｒ
し
、
誘
客
に
繋
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
駅
前
は
人
々
を
迎
え

る
玄
関
口
で
も
あ
り
、
ま
ち
の

重
要
な
顔
で
も
あ
り
ま
す
。
鉄

道
事
業
者
が
行
う
西
小
泉
駅
の

駅
舎
改
築
工
事
に
合
わ
せ
、
駅

前
の
公
衆
ト
イ
レ
を
整
備
す
る

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
協
議
・

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
駅
周
辺

の
賑
わ
い
と
活
性
化
の
創
出
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に

「
想
定
外
」と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。

　
自
然
災
害
を
完
全
に
回
避
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
情
報

を
迅
速
か
つ
的
確
に
収
集
・
発

信
し
、
日
頃
か
ら
危
機
意
識
を

持
ち
「
想
定
外
」
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
が
、
防
災
・
減
災
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
消
防
署
・
消
防
団
を
は
じ
め
、

自
主
防
災
組
織
や
関
係
機
関
と

の
連
携
の
も
と
、
総
合
防
災
訓

練
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま

ち
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
で
は
、
地
域
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
等
を
継
続
す
る
ほ
か
、
不

審
者
事
案
や
詐
欺
事
件
に
対
応

す
る
た
め
の
メ
ー
ル
配
信
等
、

犯
罪
の
抑
制
と
被
害
の
未
然
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
事
業
を
拡
充
し
、
誰

も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
ら
な
い
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の

ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

磨
く
　
～
活
気
と
 賑
 わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～

に
ぎ

築
く
　
～
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～

６
つ
の
重
要
施
策
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誰
も
が
夢
と
希
望
と
生
き
が

い
を
持
ち
、
潤
い
の
あ
る
健
や

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
は
、
私

た
ち
共
通
の
願
い
で
す
。

　
本
町
は
、
本
年
１
月
に
県
内

で
い
ち
早
く
、
乳
が
ん
検
診
に

超
音
波
検
査
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。
病
気
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
各

種
検
診
に
係
る
自
己
負
担
を
引

き
下
げ
、
よ
り
受
診
し
や
す
い

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
の
各
種
計
画
を
策
定

し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連

携
に
よ
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
看
護
や

介
護
分
野
の
人
材
確
保
と
定
着

を
目
指
し
た
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

や
、
長
年
、
社
会
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
方
々
は
、
地
域
の
宝
で

す
。
常
に
温
か
い
目
が
注
が

れ
、
力
強
い
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
る
よ
う
、
「
子
ど
も
食
堂
」

や
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知

症
カ
フ
ェ
）
」
を
本
格
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
手
話
言
語
条
例
」

を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
障
害

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
親
な
き

後
の
生
活
支
援
拠
点
を
整
備

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

大
泉
町
の
実
現
に
向
け
、
一
層

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

潤
す
　
～
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～

■町発足６０周年事業（６０周年記念式典・

６０周年記念事業）

　町発足６０周年を全町民と祝うととも

に、未来に向けて夢と希望にあふれた

町としてこれからも引き継いでいくた

めに、この町に誇りを持ち、愛する心

をさらに高める機会とします

■住民情報システム推進事業（基幹系シ

ステム共同利用）

　コスト削減、災害に強い基盤構築、広域

での住民サービス平準化を目的に、シ

ステムの共同利用を４町（大泉町・明和

町・千代田町・邑楽町）で行います

■子ども食堂事業

　子どもの居場所づくりや孤食の防止を

図るため、町内に子ども食堂を開設す

る団体に対し、運営業務を委託します

■（仮称）西児童館学童保育室整備事業

　西小学校地区の児童数の増加に対応す

るため、西小学校校舎の増築と一体的

に学童保育室の整備を図ります

■認知症総合支援事業

　認知症になっても本人の意思が尊重さ

れ、住み慣れた地域で安心して暮らし

続けられるよう、認知症地域支援推進

員の配置、認知症カフェの開催などを

通じて、認知症の人およびその家族に

対する支援を行います

■介護予防推進事業（地域介護予防活動

支援事業補助金）

　地域住民が自ら運営する地域介護予防

活動団体に補助金を交付し、活動を支

える環境を整えることにより、町民の

介護予防活動を支援します

■交通安全活動推進事業（自動車運転免

許証自主返納支援拡充）

■非常備消防事業（消防団活動服更新）

■協働推進事業（元気な地域支援事業補

助金：スタートアップ補助金）

■地域福祉計画策定事業

■地域生活拠点整備事業

■福祉医療費扶助事業（拡充）

■介護職員支援金交付事業（拡充）

■在宅医療・介護連携推進事業

新　規　事　業
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価
値
あ
る
も
の
を
生
み
出
す

行
政
を
目
指
し
、「
第
６
次
行
政

改
革
大
綱
」
の
初
年
次
と
し
て

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
初
と
な
る
「
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
す
人

権
擁
護
条
例
」
に
基
づ
き
、
誰

も
が
傷
つ
か
な
い
・
傷
つ
け
な

い
社
会
の
構
築
を
目
指
す
と
と

も
に
、
権
利
の
尊
重
と
義
務
の

遂
行
を
基
本
と
し
た
多
文
化
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

継
続
し
て
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発

掘
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
活
気
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め

に
は
、住
民
力
・
地
域
力
が
何
よ

り
も
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

英
知
と
力
を
結
集
し
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
制
度
の
拡
充

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
発
足
　
周
年
と
い
う
節
目

６０

は
、
本
町
に
と
っ
て
更
な
る
飛

躍
と
発
展
に
繋
げ
る
た
め
の
大

事
な
一
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

町
へ
の
誇
り
と
愛
着
心
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
間
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
や
上
下
水
道
、
ご
み
処

理
と
い
っ
た
生
活
環
境
の
整
備

は
、
住
民
生
活
を
 護
 る
最
も
重

ま
も

要
な
社
会
基
盤
で
す
。

　
円
滑
な
交
通
や
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
道
路

の
整
備
や
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
の
稼

３３

働
に
向
け
、
関
係
市
町
と
連
携

の
う
え
計
画
的
に
進
め
る
と
と

も
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
認
可
区
域
を
拡
大
し
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
住
民

の
憩
い
の
場
や
健
康
増
進
の
場

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
場

所
の
役
割
も
担
う
都
市
公
園
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
計
画
的

な
維
持
更
新
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
化
、
核
家
族
化

の
進
行
に
よ
り
、
空
き
家
へ
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
老
朽
危
険
空
き
家
の
除
却

を
推
進
す
る
ほ
か
、
利
活
用
を

含
め
た
総
合
的
な
対
策
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
有
効
な
土
地
利
用
の
促

進
と
次
世
代
へ
正
確
な
情
報
を

残
し
て
い
く
た
め
、
地
籍
調
査

に
着
手
い
た
し
ま
す
。

創
る
　
～
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
～

 護
 る
　
～
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
～

ま
も

６
つ
の
重
要
施
策
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町
づ
く
り
は
、
ま
ず
「
ひ
と

づ
く
り
」
か
ら
で
す
。「
お
お
い

ず
み
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や
、

生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
教
育
環
境
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

力
向
上
や
い
じ
め
防
止
、
不
登

校
対
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
補
助
制
度
の

拡
充
に
よ
り
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
児
童
が
増
加
し
て
い
る
西

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
舎
と

学
童
保
育
室
を
一
体
化
さ
せ
た

増
築
設
計
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
「
学
び
」
の
提
供
、
地
域

公
民
館
や
各
種
団
体
と
の
連

携
、社
会
教
育
指
導
者
の
育
成
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
事
業
の

開
催
や
文
化
財
の
保
護
・
活
用

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
が
放
課
後
を
安

全
・
安
心
に
過
ご
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
・
交
流
活
動
を
行
う

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
開
設

い
た
し
ま
す
。

育
む
　
～
地
域
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
～

■商業活性化支援事業（店舗リニューアル

補助金）

　既存店舗または空き店舗の改装費用およ

び備品購入費の一部を補助することによ

り、町のにぎわいを創出し、地域の活性

化を図ることを目的とします

■事業所用地活用支援事業（事業所用地活

用奨励金）

　増設などを行った事業所に賦課される固

定資産税および都市計画税の相当額を３

年間交付します

■６０周年記念花火大会事業

　町発足６０周年を全町をあげて祝い、誰

もが楽しむことができる６０周年記念花

火大会を実施するため、町発足６０周年

記念花火大会実行委員会へ補助をします

■勤労者福利厚生事業（雇用奨励金）

　町民を新たに従業員として雇い入れた町

内事業者に対して、奨励金を交付するこ

とで、町民の雇用機会拡大を図ることを

目的とします

■西小学校校舎増築事業

　西小学校地区の児童数の増加により教室

不足が見込まれるため、校舎の増築工事

を実施します

■放課後子ども教室事業

　学校施設の一部を活用して、子どもが放

課後を安全・安心に過ごし、さまざまな

体験・交流活動を行う環境づくりを行う

ために実施します

■野菜価格安定事業（にがうり価格安定事

業）

■広場・緑地管理費（西小泉駅前公衆便所

改築工事）

■上小泉古海線事業

■地方公営企業法適用事業

新　規　事　業
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【
大
泉
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
】

　
役
場
庁
舎
や
学
校
な
ど
の
い

わ
ゆ
る
ハ
コ
モ
ノ
（
公
共
建
築

物
）、
道
路
、
橋
、
下
水
道
、
公

園
な
ど
。
こ
れ
ら
の
公
共
施
設

等
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
「
資
産
」
で
す
。
し
か
し
現

在
、
本
町
の
公
共
施
設
の
多
く

は
全
国
の
自
治
体
同
様
、
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
施

設
の
更
新
（
建
替
）
な
ど
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、こ
れ
ら
の
公
共
施
設

等
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
た
「
大
泉
町
公
共
施
設
白
書

（
平
成
　
年
度
策
定
）」
を
基
に
、

２７

今
後
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た

「
大
泉
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
策
定
の
背
景
】

■
施
設
ニ
ー
ズ
の
変
化

　
働
き
手
で
あ
る
生
産
年
齢
人

口
が
減
る
こ
と
で
、
町
税
な
ど

の
税
収
が
減
少
し
、
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
る
こ
と
に
加
え

て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
公
共
施
設
等
へ
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

■
施
設
の
老
朽
化

　
本
町
が
保
有
し
て
い
る
公
共

建
築
物
の
多
く
は
、
建
設
後
　３０

年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
今

後
、
同
時
期
に
更
新
（
建
替
）
時

期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
費
用
は
、

町
の
財
政
に
大
き
な
負
担
と
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

■
財
源
の
限
界

　
現
在
の
全
公
共
建
築
物
と
イ

ン
フ
ラ
（
道
路
や
橋
な
ど
）
を
、

現
在
と
同
じ
規
模
で
維
持
す
る

場
合
、
多
額
の
予
算
不
足
が
生

じ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
等
の

管
理
に
つ
い
て
】

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
町
で
は
、
本
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
的
か
つ
適
切
な
運

営
管
理
に
よ
り
次
世
代
に
安
心

し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

公
共
施
設
等
の
整
備
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※
「
大
泉
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

し
く
は
、
企
画
課
へ
。

　
大
泉
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

企
画
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
７

■これからの公共施設等の管理に関する基本的な考え方

大泉町総合計画と都市計画マスタープランを踏まえ、地域や施設の

特性を考慮した公共施設マネジメントを推進します。また、広域的な視

点でまちづくりや公共施設等のあり方について検討していきます。

まちづくりと連動した

公共施設管理の推進
１

施設の利用状況、管理運営方法、需給バランスなどを踏まえ、

必要な施設や機能は維持しつつ、公共建築物の再編を推進する

ことにより、本町に見合った施設保有量を検討していきます。

施設保有量の最適化２

不都合が生じる前から計画的に適切な管理を行う「予防保全」

の考え方を取り入れ、公共施設等の長寿命化を推進します。

計画保全（予防保全）による

長寿命化
３

町民ニーズの変化に伴い、提供すべき機能に合わせた公共施設

等の見直しを行います。

町民ニーズに対応した

施設の活用
４

公共施設等の整備に際しては、民間が持っている資金やノウハ

ウの活用に努め、町民満足度の高いサービスの提供に取り組み

ます。

民間活力を生かした

取り組みの推進
５

すでに策定している「大泉町橋梁長寿命化修繕計画」「大泉町公

園施設長寿命化計画」などにより、安全性の確保や長寿命化を

推進します。

インフラに関する取り組み６
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【
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策

分
）
を
交
付
し
ま
す
】

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成

　
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％

２６へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所

得
の
低
い
人
に
対
し
て
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

一
定
の
金
額
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
給
付
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
町
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定
で

す
の
で
、
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

□
給
付
対
象
　
原
則
と
し
て
、

基
準
日
（
平
成
　
年
１
月
１

２８

日
現
在
）
に
大
泉
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
　
年
度
分
町

２８

民
税
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
（
支
給
対
象
者

の
条
件
は
平
成
　
年
度
臨
時

２８

福
祉
給
付
金
と
同
じ
で
す
）

□
給
付
対
象
外

・
平
成
　
年
度
分
町
民
税
・
県

２８

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
お
よ

び
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

と
な
っ
て
い
る
人

□
給
付
額
　
対
象
者
１
人
に
つ

き
１
万
５
０
０
０
円
（
１
回

限
り
の
支
給
）

□
給
付
時
期
お
よ
び
給
付
方

法
　
申
請
受
付
後
、
内
容
を

確
認
し
、
給
付
が
決
定
し
た

人
へ
、
申
請
の
行
わ
れ
た
月

の
翌
々
月
の
上
旬
に
希
望
す

る
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す

□
申
請
手
続
　
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信

す
る
。
ま
た
は
、
申
請
受
付

会
場
に
申
請
書
と
必
要
書
類

を
持
参
す
る

□
申
請
受
付
期
限
　
９
月
　
日
２９

晶
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）

□
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

□
申
請
受
付
会
場
　
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

Ａ
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
受
付
会
場
専
用
電
話
番
号
　

緯
　
・
０
１
５
５

６２

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
社
会
福

祉
係
へ
。

　
平
成
　
年
度

　
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）を
給
付
し
ま
す

２９

福
祉
課
　
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

平和都市宣言

　町では、町発足６０周年にあたり、平

和を願う世界の人々とともに、永久の

平和を実現するため、平和都市宣言を

制定しました。

　この宣言をきっかけとし、私たち一

人ひとりが永久の平和の実現のため、

考え、行動することが大切です。

【平和都市宣言】

　大泉町は先の大戦中、空襲で多くの

尊い命と大切な財産を失いましたが、

町民の 弛 まぬ努力により、平和な工業
たゆ

都市へと発展することができました。

　しかし、今もなお世界各地で紛争、

テロリズム、犯罪などにより、日々多

くの人々の命が奪われています。

　私たち大泉町民は、戦禍を克服し、

生まれ変わったこの緑豊かなふるさと

を、未来の子どもたちへとつないでい

かなければなりません。

　大泉町発足６０周年にあたり、平和を

願う世界の人々とともに、永久の平和

を実現するため、私たちは、ここに

「平和都市」を宣言します。

平成２９年（２０１７年）４月８日　大泉町

※詳しくは、総務課法規行政係（内線

２２２）へ。

　町長および町議会議員の選挙の執行

が４月２３日掌に予定されています。

　選挙は、自分たちの代表を選ぶこと

であり、また、有権者一人ひとりが選

挙を通して、社会づくりに参加するこ

とでもあります。皆さんの積極的な参

加をお願いします。明るく正しい選挙

が行われるように皆さんのご協力をお

願いします。また、投票に来た人に投

票の証として発行している「投票証明

書」を今回の選挙では、町発足６０周年

を記念したものにします。投票証明書

の発行を希望する人は、投票所の係員

に申し出てください。

※詳しくは、町選挙管理委員会（内線２２２）へ。

投票を忘れずに！

未来へつなぐ大切な一票

４
　２３
（日）
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町
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
新

た
に
　
・
８
　
の
区
域
を
供
用

１２

ha

開
始
し
ま
す
。ま
た
、
供
用
開
始

に
伴
う
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

□
縦
覧
期
間
　
４
月
　
日
昌
～

１２

　
日
昇（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

２５
□
縦
覧
場
所
　
下
水
道
課
（
１

階
４
番
窓
口
）

□
縦
覧
内
容
　
供
用
開
始
日
、

区
域
、
排
水
施
設
の
位
置
な

ど
※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

下
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

■下水道供用開始区域図

凡例

認可区域 　　　　　３４３．０ha

既供用開始済み区域　　　　２５２．５ha

５月１日供用開始区域　　　１２．８ha

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
制
度
に

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
補
助
金
」が

加
わ
り
ま
す
】

　
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
元
気

な
地
域
支
援
事
業
」
と
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
２
つ

の
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

４
月
よ
り
、「
元
気
な
地
域
支
援

事
業
」
に
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

補
助
金
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　「
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
」、「
こ
ん
な
事
業
を
考

え
て
い
る
」
と
い
う
人
は
、
お

気
軽
に
国
際
協
働
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
元
気
な
地
域
支
援
事
業
補
助

金　
住
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に

行
う
公
益
性
の
あ
る
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

□
補
助
金
の
種
類

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
補
助
金
…

活
動
間
も
な
い
団
体
の
基
盤

強
化
や
活
動
の
促
進
を
目
的

と
し
て
行
う
公
益
的
な
事
業

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補

助
を
し
ま
す

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
金
…

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
振

　
元
気
な
地
域
支
援
事
業
／
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

国
際
協
働
課
　
　
　
　
内
線
２
１
３

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧
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新年度の区長さんを
紹介します

　町内の各行政区でご活躍いただいている区長さんで

すが、４月から８人が交替になりました。退任された

区長さんには、長い間、町行政のためにご協力いただ

き、大変ありがとうございました。また、新しく区長

さんになられた皆さんには、町と地域を結ぶパイプ役

として、これからよろしくお願いします。

※表中で「○」の人が新任です。詳しくは、総務課法

規行政係（内線２２２）へ。

■平成２９年度各行政区の区長さん（敬称略）

電話番号区長名新任行政区

緯６２・２２７２中 尾 昇 市１区

緯６２・２０４１伊 東 伸 男２区

緯６３・１５２１真 下 久 直３区

緯６２・５８５１村 山 博 茂４区

緯６３・６９４２佐 々 木 慶 吾○５区

緯０８０・１０７９・６１５９柿 沼 寛 二○６区

緯６２・２３５３齊 藤　 勲７区

緯６３・２７９０福 田　 晃８区

緯６２・２９０４関 田 正 雄９区

緯６２・２５２１関　 克 守１０区

緯６３・１３３３岩 﨑 正 男１１区

緯６２・２５９１沖 田　 博１２区

緯０９０・５９９２・７９０６高 橋 悠 治１３区

緯６３・５０５２吉 澤 邦 夫１４区

緯６３・０５１３木 村 昌 之○１５区

緯０９０・３０９８・２２７４萩 口　 宏１６区

緯６３・１８９８根 岸 淺 雄１７区

緯６２・３８２９大 川　 透○１８区

緯６２・３７６３湯 澤 悦 至○１９区

緯６３・２３４５茂 木 一 夫２０区

緯６３・１８１７小 林 英 夫○２１区

緯６３・５８８９髙 溝 久 明２２区

緯６３・２５１２井 達 信 雄２３区

緯６２・２５５４坂 本 利 夫２４区

緯６３・０１７８久 保 田 規 一２５区

緯６３・１６１２矢 嶋　 昇２６区

緯６３・１３５３平 田　 勝○２７区

緯６３・０７６７福 島　 渉２８区

緯６２・５３８３島 田 英 明○２９区

緯６３・５５２３三 栖 直 弘３０区

興
を
目
的
と
し
て
行
う
、
公

益
的
な
事
業
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
補
助
を
し
ま
す

□
補
助
額
　
事
業
に
直
接
必
要

と
な
る
経
費
の
　
分
の
　
以

１０

１０

内
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
補
助

金
は
５
万
円
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
補
助
金
は
　
万
円
を

５０

上
限
）

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
行
政
と
住
民
活
動
団
体
が
協

働
に
よ
り
、
お
互
い
の
知
恵
と

力
を
い
か
し
な
が
ら
地
域
や
社

会
に
あ
る
課
題
の
解
決
に
つ
い

て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

□
募
集
す
る
提
案
事
業

・
住
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
…
住
民
活
動
団
体

が
町
と
協
働
で
実
施
し
た
い

事
業
に
つ
い
て
、
自
由
な
発

想
で
提
案
す
る
も
の
で
、
１

事
業
に
つ
き
１
０
０
万
円
を

上
限
に
経
費
を
負
担
し
ま
す

・
行
政
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
…
町
が
、
住
民
活

動
団
体
と
協
働
で
取
り
組
み

た
い
事
業
や
解
決
し
た
い
課

題
を
テ
ー
マ
と
し
て
提
示

し
、
団
体
は
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
を
提

案
し
、
町
と
協
働
で
事
業
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。
テ
ー

マ
は
、随
時
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp

）
な
ど
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す

【
共
通
事
項
】

□
募
集
期
限
　
５
月
　
日
晶
　

１２

午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

□
申
請
方
法
　
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
国
際

協
働
課
（
２
階
　
番
窓
口
）

１４

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
　３７０

０
５
９
５
　
日
の
出
　

の
５５

１
）
で
提
出
す
る

※
申
請
書
類
や
募
集
要
項
は
、

町
内
各
公
共
施
設
で
配
付
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

住
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://oizum

i-kyo

u
d
ou
.jp
/

）で
は
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
制
度
や
住
民

活
動
団
体
の
活
動
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
際

協
働
課
へ
。
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

　
町
で
は
、
町
発
足
　
周
年
を
記

６０

念
し
花
火
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
全
町

を
あ
げ
て
祝
い
、
本
町
の
魅
力

や
明
る
く
元
気
な
姿
を
町
内
外

に
向
け
発
信
す
る
こ
と
で
、
町

へ
の
愛
着
心
を
深
め
、
そ
の
思

い
を
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
引
き
継
げ
る
花
火
大
会
と

し
ま
す
。

□
期
日
　
９
月
　
日
松
（
荒
天

３０

時
の
場
合
、　

月
１
日
掌
に

１０

順
延
）

□
打
上
場
所
　
利
根
川
河
川
敷

と
ね
運
動
場

□
主
催
　
大
泉
町
発
足
　
周
年

６０

記
念
花
火
大
会
実
行
委
員
会

□
後
援
　
大
泉
町
、町
商
工
会
、

町
観
光
協
会

■
花
火
大
会
開
催
に
あ
た
り
協

賛
金
を
募
集
し
ま
す

□
協
賛
金
額
　
花
火
大
会
が
中

止
と
な
っ
た
場
合
以
外
の
返

金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い

・
企
業
協
賛
…
１
口
５
万
円

（
桟
敷
席
１
口
　
人
ま
で
ご

１０

用
意
）

・
個
人
協
賛
…
１
口
１
万
円

（
桟
敷
席
１
口
４
人
ま
で
ご

用
意
）

□
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
町
発
足

　
周
年
記
念
花
火
大
会
実
行

６０委
員
会
事
務
局
（
商
工
振
興

課
　
１
階
１
番
窓
口
）
へ
直

接
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
６
月
　
日
晶

３０

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
町
発
足
　
周
年
記

６０

念
花
火
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
お
お

い
ず
み
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
商
工
振
興
課
商
工
振
興

係
へ
。

　
町
発
足
　
周
年
記
念
花
火
大
会
を
実
施
し
ま
す

６０

商
工
振
興
課
　
　
　
　
内
線
１
３
９

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
、
次
の
と
お
り

検
診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象

・
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
町
内
在
住
の
人

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人

□
申
請
方
法
　
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
後
に
、
国
保
介
護

課
に
次
の
書
類
を
持
参
し
、
申

請
す
る
（
人
間
ド
ッ
ク
検
診
の

受
診
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
医

療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
）

□
持
参
す
る
物
　
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結

果
報
告
書
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
振

込
先
の
分
か
る
も
の
（
預
金
通

帳
な
ど
）、印
鑑

□
助
成
金
額
　
次
の
金
額
を
限

度
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診

費
の
６
割
の
額
を
助
成

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
…
２
万
円

・
一
泊
ド
ッ
ク
…
３
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
…
３
万
円

□
注
意
事
項

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
ま
た
は
一
泊

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
１
年
度

に
１
回
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
５
年
度
に
１
回
の
助
成
と

な
り
ま
す

・
同
一
年
度
内
に
複
数
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合

は
、
い
ず
れ
か
の
人
間
ド
ッ
ク

が
そ
の
年
度
の
助
成
申
請
の

対
象
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
国

民
健
康
保
険
係
へ
。

　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５
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町
で
は
、
地
域
医
療
の
充
実
を

図
る
た
め
、
看
護
職
員
を
養
成

す
る
学
校
な
ど
の
新
入
学
生
ま

た
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
入
学

金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□
申
請
受
付
期
間
　
４
月
３
日

捷
～
入
学
か
ら
６
か
月
以
内

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

□
対
象
　
４
月
１
日
以
降
に
、

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
学

校
ま
た
は
保
健
師
養
成
所
、

助
産
師
養
成
所
、
看
護
師
養

成
所
、
准
看
護
師
養
成
所
に

入
学
し
た
人
で
、
入
学
時
、

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
ま

た
は
通
学
の
た
め
町
外
に
転

出
し
た
人
。
た
だ
し
、
補
助

対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
員
に
町
税
を
滞
納
し
て
い

る
人
が
い
る
場
合
は
補
助
対

象
か
ら
除
き
ま
す

□
補
助
金
額
　
　
万
円
を
上
限

１０

と
し
て
、
学
校
な
ど
に
支

払
っ
た
入
学
金
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
（
１
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
切
り
捨
て
。
補
助
対
象
者

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、健
康
づ
く
り
課（
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
吉

田
２
４
６
５
）
へ
直
接
申
し

込
む

□
必
要
書
類
　
大
泉
町
看
護
職

員
入
学
金
補
助
金
交
付
申
請

書
、
入
学
金
の
領
収
書
ま
た

は
入
学
金
と
し
て
支
払
っ
た

額
を
証
す
る
書
類
、
学
校
な

ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
、
補
助
対
象
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
書
類
、
補
助
対
象
者

の
住
民
票
の
写
し
も
し
く
は

住
民
票
の
除
票
の
写
し
ま
た

は
戸
籍
の
附
票
、
振
込
先
を

確
認
で
き
る
も
の
（
金
融
機

関
の
口
座
、
名
義
人
の
写
し

な
ど
）、
印
鑑

※
町
税
等
調
査
閲
覧
同
意
書
を

提
出
い
た
だ
い
た
場
合
、
省
略

で
き
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
看
護
職
員
入
学
金
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

平成２９年度

納期を守りましょう！

納期一覧表

※納期を守って納めましょう。詳しくは、

収納課（内線１５４）へ。

税目納期限

１期固定資産税１日捷５月

１期軽自動車税３１日昌５月

１期町県民税３０日晶６月

２期

１期

１期

１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日捷７月

２期

２期

２期

２期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日昭８月

３期

３期

３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２日捷１０月

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日昇１０月

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日昭１１月

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２５日捷１２月

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

年

３１日昌

平成３０

１月

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２８日昌２月
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住
居
表
示
区
域
内
に
建
築
物

を
新
築
・
改
築
し
た
場
合
は
、

住
居
新
築
届
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
出
に
よ
り
住
居
番
号
を
付

番
し
ま
す
。

　
届
出
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
住
所
が
付
番
さ
れ
て
い
な

い
た
め
転
入
や
転
居
の
手
続
き

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
住

宅
、
ア
パ
ー
ト
、
店
舗
、
事
務

所
、
工
場
な
ど
郵
便
物
が
配
達

さ
れ
る
建
物
で
、
建
物
が
建
っ

て
い
な
い
と
番
号
は
つ
き
ま
せ

ん
。
既
に
番
号
が
設
定
さ
れ
て

い
る
建
物
を
建
て
替
え
す
る
場

合
に
つ
い
て
も
、
出
入
口
の
位

置
が
以
前
の
建
物
と
変
わ
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
番
号
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
届
出
に
必
要
な
物

・
住
居
新
築
届

・
建
築
確
認
済
証
の
写
し

・
位
置
図
（
建
物
所
在
地
の
地

図
）
の
写
し

・
配
置
図
（
敷
地
内
で
建
物
の

位
置
と
接
す
る
公
道
と
建
物

の
玄
関
と
の
位
置
関
係
が
わ

か
る
も
の
）
の
写
し

・
１
階
平
面
図
（
寸
法
が
入
っ

た
も
の
）
の
写
し

□
住
居
表
示
を
実
施
し
て
い
る

区
域

・
富
士
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
西
小
泉
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
中
央
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
朝
日
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
東
小
泉
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
城
之
内
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
北
小
泉
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
い
ず
み
一
丁
目
か
ら
二
丁
目

・
坂
田
一
丁
目
か
ら
七
丁
目

・
仙
石
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
住
吉

・
日
の
出

・
丘
山

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

　
住
居
表
示
区
域
内
の
新
築
・
改
築
は
住
居
新
築
届
を
！

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

届出を忘れな
いよう

お願いします
！

【
大
泉
町
雇
用
奨
励
金
】

　
町
民
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
町
民
を
新
た
に
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
た
町
内
の

事
業
所
に
対
し
て
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

□
対
象

・
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
か

つ
、
雇
用
保
険
法
に
定
め
の

あ
る
適
用
事
業
所
登
録
を
公

共
職
業
安
定
所
で
行
っ
て
い

る
こ
と

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
な

ど
を
営
ん
で
い
な
い
こ
と

・
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
こ
と

①
新
た
に
正
社
員
と
し
て
雇
用

さ
れ
た
日
ま
た
は
雇
用
さ
れ

た
日
よ
り
　
日
以
内
に
町
内

３０

に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
新
た
に
正
社
員
と
し
て
１
年

以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た

人
③
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者

で
あ
る
人

□
奨
励
金
額
　
従
業
員
１
人
に

つ
き
　
万
円
（
障
害
者
に
つ

１０

い
て
は
１
人
に
つ
き
　
万
１５

円
）
た
だ
し
、
毎
年
度
１
事

業
者
に
つ
き
１
０
０
人
ま
で

□
申
請
方
法

　
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

商
工
振
興
課
　
　
　
　
内
線
１
３
９
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町
税
な
ど
の
納
付
に
口
座
振

替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
に
送

付
し
て
い
た
振
替
納
付
済
通
知

書
を
経
費
削
減
お
よ
び
省
資
源

化
推
進
の
た
め
、
平
成
　
年
度

２９

分
口
座
振
替
か
ら
振
替
納
付
済

通
知
書
の
送
付
を
廃
止
し
ま

す
。
　
振
替
状
況
の
確
認
は
、
預
貯

金
通
帳
へ
の
記
帳
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

□
通
知
書
を
廃
止
す
る
町
税
な

ど
・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税
（
車
検
の
な
い

車
両
の
も
の
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
分
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）

・
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

□
通
知
書
を
引
き
続
き
送
付
す

る
町
税

・
軽
自
動
車
税
（
車
検
の
必
要

な
車
両
の
も
の
、
継
続
検
査

用
納
税
証
明
書
）

※
詳
し
く
は
、
収
納
課
へ
。

　
振
替
納
付
済
通
知
書
の
送
付
を
一
部
廃
止
し
ま
す

収
納
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
４

・
雇
用
認
定
申
請
…
従
業
員
を

新
た
に
正
社
員
と
し
て
雇
用

し
た
日
か
ら
　
日
以
内
に
認

３０

定
申
請
書
、
従
業
員
の
住
民

票
の
写
し
ま
た
は
住
民
基
本

台
帳
閲
覧
同
意
書
、
雇
用
契

約
の
内
容
が
分
か
る
書
類
、

障
害
者
で
あ
る
場
合
は
障
害

者
手
帳
の
写
し
を
添
え
て
商

工
振
興
課
へ
提
出
す
る

・
交
付
申
請
…
新
た
に
正
社
員

と
し
て
雇
用
し
た
日
よ
り
１

年
を
経
過
し
た
日
か
ら
　
日
３０

以
内
に
交
付
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
申
請
す
る

□
必
要
書
類

・
１
年
を
経
過
し
た
後
の
従
業

員
の
住
民
票
の
写
し
（
た
だ

し
、
認
定
申
請
時
に
住
民
基

本
台
帳
閲
覧
同
意
書
を
提
出

し
た
場
合
は
省
略
で
き
る
）

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
確
認
通
知
書
の
写
し

・
雇
用
状
況
実
績
報
告
書

【
事
業
所
用
地
活
用
奨
励
金
】

　
町
で
は
、
事
業
所
用
地
活
用

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
産
業
振
興
お
よ
び

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
町
内
で
す
で
に
操
業
し
、

さ
ら
に
工
場
の
新
設
、
ま
た
は

増
設
を
行
っ
た
事
業
者
に
対

し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

□
対
象

・
製
造
業

・
道
路
貨
物
運
送
業

・
倉
庫
業

・
こ
ん
包
業

・
卸
売
業
、
小
売
業

・
貸
倉
庫
業

・
宿
泊
業

・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

・
現
在
所
有
し
て
い
る
事
業
所

用
地
に
建
築
面
積
が
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
事
業

所
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
、

引
き
続
き
所
有
し
て
い
る
こ
と

・
建
築
基
準
法
、都
市
計
画
法
、

そ
の
ほ
か
関
係
法
令
の
違
反

が
な
い
こ
と

・
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
な

ど
を
営
ん
で
い
な
い
こ
と

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

□
奨
励
金
額
　
新
設
ま
た
は
増

設
を
行
っ
た
事
業
所
に
賦
課

さ
れ
る
固
定
資
産
税
お
よ
び

都
市
計
画
税
を
合
算
し
た
額

を
３
年
間
交
付

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
商
工
振
興
課
（
１

階
１
番
窓
口
）
へ
直
接
申
し

込
む
。
奨
励
金
の
交
付
対
象

事
業
者
は
、
認
定
事
業
者
の

認
定
を
受
け
た
あ
と
、
奨
励

金
の
交
付
申
請
を
行
う

□
必
要
書
類

・
交
付
対
象
事
業
者
認
定
申
請

書
・
登
記
履
歴
事
項
全
部
証
明
書

（
会
社
法
人
用
）

・
登
記
事
項
全
部
証
明
書
（
不

動
産
用
）

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。「
大
泉
町
雇
用
奨
励

金
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
商

工
振
興
課
商
工
振
興
係
へ
、「
事

業
所
用
地
活
用
奨
励
金
」
に
つ

い
て
は
商
工
振
興
課
企
業
誘
致

係
へ
。
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

【
大
泉
町
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
推
進
委
員
会
委
員
】

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
指
針

と
す
べ
き
「
大
泉
町
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
」
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
幅
広
く
町
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
大

泉
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

推
進
委
員
会
｣
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
内
容
　
大
泉
町
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
お

よ
び
成
果
な
ど
を
協
議

□
応
募
資
格
　
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人

・
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で

２９

　
歳
以
上
の
人

１８
・
委
員
会
の
設
置
目
的
を
理
解

し
、
町
の
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
協
力
す
る
意
志
の
あ
る
人

【
大
泉
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
懇
談
会
委
員
】

　
町
で
は
、「
大
泉
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
に
基
づ

く
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
幅
広
く
町
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
懇
談
会
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
内
容
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
検
討

□
応
募
資
格
　
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人

・
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で

２９

　
歳
以
上
の
人

１８
・
懇
談
会
の
設
置
目
的
を
理
解

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
協
力
す
る
意
志
の
あ
る
人

【
共
通
事
項
】

□
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
国
際

協
働
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送

（
〒
　
０
５
９
５
　
日
の
出

３７０

　
の
１
）、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

５５（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp/

）
か
ら
申
し
込
む

□
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
役
場

（
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
国
際
協
働

課
）
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
町
公
民
館
、
町
民
体

育
館
、図
書
館
、児
童
館（
東
・

西
・
南
・
北
）
、
い
ず
み
の

杜
、
文
化
む
ら
、
住
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー

□
募
集
人
数
　
３
人
以
内

□
募
集
期
限
　
５
月
　
日
晶
　

１２

午
後
５
時
　
分
必
着

１５

※
年
間
、数
回
程
度
の
会
議（
平

日
の
昼
間
開
催
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
委
員
に

つ
い
て
は
選
考
の
上
、
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は
国
際
協
働
課
へ
。

　
委
員
会
・
懇
談
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

国
際
協
働
課
　
　
　
　
内
線
２
１
３

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
】

　
住
宅
の
改
修
や
増
築
を
行
う

場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

□
対
象
工
事
　
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
金
額
　
万
円
以
上
（
消
費

２０

税
含
む
）
で
建
築
後
　
年
以

１０

上
経
過
し
て
い
る
自
己
用
住

宅
の
改
修
・
増
築
な
ど

□
補
助
金
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
　
％
１０

（
た
だ
し
、千
円
未
満
は
切
り

捨
て
）

・
最
高
額
　
万
円（
半
額
を
大
泉

１０

町
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
共
通
商

品
券
、半
額
を
現
金
で
交
付
）

□
補
助
の
条
件

・
町
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
業

者
ま
た
は
町
商
工
会
建
設
部

会
に
加
盟
し
て
い
る
業
者
で

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
こ
と

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

・
町
の
ほ
か
の
住
宅
改
修
関
連

の
補
助
制
度
の
申
請
を
し
て

い
な
い
こ
と

　
各
種
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
に
つ
い
て

商
工
振
興
課
　
　
　
　
内
線
１
３
７
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□
申
請
方
法
　
申
請
書
を
記
入

の
上
、
工
事
前
に
、
商
工
振

興
課
へ
必
要
書
類
と
併
せ
て

提
出
す
る

□
必
要
書
類
　
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
前
の
写
真
、
工
事
金
額
の

見
積
、
住
民
票
な
ど
（
事
前

に
商
工
振
興
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

□
補
助
対
象
期
間
　
平
成
　
年
３０

３
月
　
日
晶
ま
で
（
土
・
日

３０

曜
日
、祝
日
を
除
く
）。な
お
、

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に

３０

３０

補
助
金
請
求
書
の
提
出
が
必

要
な
た
め
、
平
成
　
年
２
月

３０

１
日
以
降
に
申
請
書
を
提
出

す
る
と
き
は
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

□
補
助
の
認
定
　
書
類
審
査
な

ど
を
行
い
、可
否
を
決
定
し
ま
す

【
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
補
助
制
度
】

　
町
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
既
存
店
舗
で
営
業

を
行
っ
て
い
る
場
合
や
空
き
店

舗
を
利
用
し
新
規
事
業
を
行
う

場
合
、
店
舗
の
改
装
に
か
か
る

施
工
費
に
加
え
備
品
購
入
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□
対
象
店
舗

・
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
施
工
費

　
万
円
以
上
（
税
込
み
）

２０
・
所
有
ま
た
は
賃
借
し
、
建
築

後
　
年
以
上
経
過
し
て
い
る

１０

・
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い

・
町
内
に
あ
る
本
店
の
店
舗
（
た

だ
し
、町
が
指
定
す
る
業
種
）

・
空
き
店
舗
を
利
用
し
新
規
事

業
を
始
め
る
場
合
、
建
築
後

年
数
は
問
い
ま
せ
ん

□
補
助
の
条
件

・
町
小
規
模
修
理
・
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
業
者
ま
た
は
町
商

工
会
建
設
部
会
に
加
盟
し
て

い
る
業
者
に
よ
り
施
工
と
備

品
購
入
を
行
う
こ
と

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

□
補
助
金
額

・
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用

（
税
込
み
）の
　
％（
た
だ
し
、

１０

千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

・
補
助
金
の
上
限
は
　
万
円

５０

□
申
請
方
法
　
申
請
書
を
記
入

の
上
、
施
工
前
に
、
商
工
振

興
課
へ
必
要
書
類
と
併
せ
て

提
出
す
る
（
す
で
に
着
工
し

て
い
る
場
合
は
補
助
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
）

□
必
要
書
類
　
施
工
前
の
写

真
、
見
積
書
な
ど

□
補
助
対
象
期
間
　
平
成
　
年
３０

３
月
　
日
晶
ま
で
（
土
・
日

３０

曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
平
成

　
年
３
月
　
日
ま
で
に
補
助

３０

３０

金
請
求
書
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
）

□
補
助
の
認
定
　
書
類
審
査
な

ど
を
行
い
、可
否
を
決
定
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
商
工
振
興
課
商

工
振
興
係
へ
。

　聴覚障害のある人が、役場や保健福祉

総合センターの窓口で手続きなどをスムー

ズに行えるよう、４月から手話通訳者を設

置します。役場や保健福祉総合センターで

の手続きや相談の際にご活用ください。

□期日　毎月第４金曜日

□時間　午前１０時～午後４時（正午～午

後１時を除く）なお、第４金曜日が祝

日の場合は前日になります

□設置場所　福祉課（保健福祉総合セン

ター　吉田２４６５）

※手話通訳者を活用する際は予約不要で

す。ＦＡＸ（６２・２１０８）でもお問い合わ

せいただけます。詳しくは、福祉課障害

福祉係（緯５５・２６３１）へ。

手話通訳者をご活用ください

　町では、国土調査法に基づく地籍調査

の実施に向け、４月１日より一部組織体制

を見直し、土木課に「地籍調査係」を新

設しました。

※詳しくは、企画課（内線２１６）へ。

機構改機構改革革を行いました

　地域福祉計画とは、「地域の助けあいに

よる福祉（地域福祉）」を推進するために、

人と人とのつながりを基本として、「顔の

みえる関係づくり」、「共に生きる社会づ

くり」をめざすための「理念」と「仕組

み」をつくる計画です。

　現在の町の地域福祉計画は計画期間が

平成２５年度～２９年度であるため、町では、

次期地域福祉計画（平成３０年度～３４年度）

を策定します。この次期計画の策定にあ

たり、１８歳以上の人２０００人を対象にし

て、４月～５月にアンケート調査を実施

し、ご意見、ご提言などを広くお聞きし、

計画策定に反映していきたいと考えてい

ます。調査対象となった人には、調査票

を送付しますので、調査の目的・趣旨を

ご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※詳しくは、福祉課社会福祉係（緯５５・

２６３１）へ。

地域福祉計画策定に係る

アンケートにご協力ください
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
道
路
、
下
水
道
、

公
園
な
ど
の
整
備
や
保
育
園
、

学
校
運
営
な
ど
の
教
育
、
子
育

て
支
援
、
各
種
検
診
な
ど
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
、
福
祉

の
充
実
、
消
防
、
防
災
対
策
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　
町
税
は
こ
れ
ら
を
行
う
た
め

の
最
も
大
き
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
ず
っ
と
住
み
た
い

私
の
ま
ち
　
お
お
い
ず
み
」
の

実
現
の
た
め
、
町
税
の
し
く
み

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
期
限
内

　
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
６

【
高
齢
者
に
対
す
る
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業
を
拡
充
し

ま
し
た
】

　
４
月
か
ら
、
自
動
車
な
ど
の

運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
に
対
し
て
の
支
援
事
業

が
拡
充
し
ま
し
た
。

□
支
援
内
容
　
１
万
５
５
０
０

円
分
の
バ
ス
回
数
券
な
ど
を

一
回
に
限
り
交
付
し
ま
す

・
広
域
公
共
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」

の
回
数
券（
２
２
０
０
円
分
）

・
高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ほ

ほ
え
み
」の
利
用
回
数
券（
３

３
０
０
円
分
）

・
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
１
万
円

分
）

□
対
象

・
町
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を

有
す
る
人

・
運
転
免
許
の
自
主
返
納
時

（
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降

２３

に
自
主
返
納
さ
れ
た
人
が
対

象
）
に
　
歳
以
上
で
あ
る
人

６５

（
た
だ
し
、過
去
に
当
該
事
業

の
支
援
を
受
け
て
い
る
人
を

除
く
）

・
町
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
人

□
運
転
免
許
証
返
納
場
所
　
大

泉
警
察
署
交
通
課
窓
口
（
朝

日
２
の
　
の
１
）

２７

【
救
急
・
消
防
活
動
時
に
お
け
る

お
願
い
】

■
路
上
駐
車
に
つ
い
て

　
路
上
駐
車
は
消
防
車
・
救
急

車
な
ど
の
緊
急
自
動
車
の
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
栓
・
防
火
水
槽

付
近
で
の
駐
車
は
、火
災
の
際
、

消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
一
刻
を
争
う
救
急
・
消
防

活
動
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
消
防
車
と
救
急
車
が
連
携
し

て
救
急
活
動
を
行
い
ま
す
（
Ｐ

Ａ
連
携
）

　
Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
消
防
車
と

救
急
車
が
連
携
し
て
救
急
活
動

を
行
う
こ
と
の
総
称
で
、
消
防

ポ
ン
プ
車
（
Ｐ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
）

と
救
急
車
（
Ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ
）
の
双
方
の
頭
文
字
か
ら

「
Ｐ
Ａ
」と
し
て
広
く
使
用
さ
れ

て
い
る
用
語
で
す
。

　
階
段
や
通
路
の
状
況
で
搬
送

時
間
を
要
し
た
り
、
救
急
隊
の

み
で
は
傷
病
者
へ
の
観
察
や
処

置
に
専
念
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合
や
、
交
通
事
故

現
場
で
は
、
二
次
災
害
の
発
生

し
そ
う
な
場
合
に
、
救
急
車
に

加
え
て
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
消
防

車
を
同
時
に
出
動
さ
せ
、
傷
病

者
の
救
護
や
救
命
処
置
な
ど
を

よ
り
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
消

防
車
が
来
た
」
と
驚
か
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
救
急
隊
と

消
防
隊
が
連
携
し
て
活
動
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
安
全

安
心
課
交
通
防
犯
係
へ
、救
急
・

消
防
活
動
時
に
お
け
る
お
願
い

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
安
全
安

心
課
危
機
管
理
係
へ
。

　
安
全
安
心
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
安
心
課
　
　
　
　
内
線
２
２
４
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の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
町
税
は
、
大
き
く
「
普
通
税
」

と
「
目
的
税
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
　
普
通
税
は
使
い
道
が
限
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
町
の
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
の
費
用
に
な
る
税
で
、

目
的
税
は
使
い
道
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
特
定
の
目
的
ま
た
は

特
定
の
事
業
に
要
す
る
経
費
に

あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
で

す
。

【
普
通
税
】

□
個
人
の
町
民
税

・
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
て
前
年

（
１
月
～
　
月
）
中
に
所
得

１２

が
あ
っ
た
人
に
課
税

・
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て

も
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所

ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る
人
に

課
税

□
法
人
の
町
民
税

・
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を

有
す
る
法
人
に
課
税
。
町
内

に
事
務
所
や
事
業
所
が
な
く

て
も
、
寮
、
宿
泊
所
な
ど
を

有
す
る
法
人
に
課
税

・
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、

寮
な
ど
を
有
す
る
公
益
法
人

と
、
法
人
で
な
い
社
団
、
財

団
法
人
に
課
税
 

□
固
定
資
産
税
　
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
町
内
に
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税

□
軽
自
動
車
税
　
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
二
輪
の
小

型
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
□
町
た
ば
こ
税
　
町
内
で
売
ら

れ
て
い
る
た
ば
こ
に
含
ま
れ

て
い
る
税

【
目
的
税
】

□
都
市
計
画
税
　
道
路
、
下
水

道
、
公
園
な
ど
の
都
市
計
画

事
業
や
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た

税
。
毎
年
１

月

１

日

現

在
、
市
街
化

区
域
内
に
所

在

す

る

土

地
、
家
屋
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
  

□
国
民
健
康
保
険
税
　
病
気
や

け
が
を
し
た
時
な
ど
に
、
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
加
入
者
み
ん
 な
で
出

し
合
う
助
け
合
い
の
税
。
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

い
る
世
帯
主
に
課
税

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
町
民

税
・
諸
税
係
へ
。

春期わかば健診の

お知らせ

　４月より、わかば健診の自己負担金が５００

円に変更となりました。わかば健診を希望

する人は事前申込みが必要です。申込みを

した人には健診票をお送りします。健診票

を持参し会場にお越しください。

□期日・場所　下表のとおり

□時間　午前８時３０分～１１時

□内容　身体測定（身長、体重、腹囲）、問

診、血圧測定、検尿（糖、たん白）、血液

検査（肝機能、脂質、血糖）、診察（医師

が必要と認めた場合には、貧血、心電図、

眼底検査を行います）

□対象　昭和５３年４月２日～平成１１年４

月１日生まれの人

□定員　３５０人（定員になりしだい締め切

り。申込者には健診票を郵送）

□申込方法　健康づくり課へ直接または電

話、町ホームページ（http://www.town.oizu

　mi.gunma.jp/）から申し込む

□自己負担金　５００円

※生活保護世帯、町民税非課税世帯の人は、

健診前日までの申請により自己負担金が免

除になります。詳しくは、健康づくり課

（緯５５・２６３２）へ。

場所日程

文化むら展示ホール

（午前９時～１１時）
２５日昭

５月
保健福祉総合センター２８日掌

吉田東公民館２９日捷

北部公民館３０日昇

文化むら展示ホール

（午前９時～１１時）
７日昌

６月

東部公民館８日昭

寄木戸南公民館９日晶

保健福祉総合センター１０日松

保健福祉総合センター２６日捷

保健福祉総合センター３１日捷７月

■春期わかば健診について
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〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

　
４
月
よ
り
実

施
さ
れ
る
定
期

の
予
防
接
種
は

左
表
１
の
と
お

り
で
す
。

　
決
め
ら
れ
た

年
齢
・
期
間
中

に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
予

防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
医

療
機
関
（
下
表
２
）
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
接
種
を
受
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
大
人
の
予
防
接
種
費
用
助
成
】

　
費
用
の
助
成
は
１
回
限
り
で

す
。
予
防
接
種
費
用
助
成
金
交

付
申
請
書
は
健
康
づ
く
り
課
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

■
風
し
ん
予
防
接
種

□
対
象
　
接
種
日
当
日
に
町
内

に
住
所
が
あ
る
人
で
、
妊
娠

を
希
望
す
る
夫
婦
ま
た
は
妊

婦
の
夫
（
婚
姻
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）
た
だ
し
、
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
、
風
し
ん
（
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
を
含
む
）
予
防
接
種

を
２
回
以
上
受
け
た
こ
と
の

あ
る
人
、
妊
娠
中
お
よ
び
妊

娠
の
疑
い
の
あ
る
人
は
除
く

□
助
成
金
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
…
３

０
０
０
円
を
上
限

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
…
５
０
０
０
円
を
上
限

□
申
請
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
申
し
込
む

□
必
要
書
類
　
予
防
接
種
費
用

助
成
金
交
付
申
請
書
、
医
療

機
関
の
領
収
書
の
原
本
（
接

種
者
氏
名
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
、
接
種
年
月
日
お
よ
び
接

種
金
額
の
記
載
の
あ
る
も

の
）、振
込
口
座
の
確
認
が
で

き
る
も
の
、
印
鑑

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

□
対
象
　
今
年
度
定
期
接
種
に

該
当
し
な
い
　
歳
以
上
の
人

７５

で
、
過
去
に
一
度
も
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
人

□
助
成
金
額
　
２
０
０
０
円

□
注
意
事
項
　
希
望
す
る
人
は

接
種
前
に
健
康
づ
く
り
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
予
防
接
種
は
県
内
・
足
利
市

の
契
約
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
医
療
機

関
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
平
成
　
年
度

　
予
防
接
種
に
つ
い
て

２９

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

55

高齢者の
肺炎球菌

子宮
頸がん

二種
混合

日本
脳炎

水痘
（水ぼう
そう）

麻しん
風しん
混合

ＢＣＧ
不活化
ポリオ

四種

混合

小児の
肺炎
球菌

ヒブ（イン
フルエンザ
菌ｂ型）

Ｂ型

肝炎
医療機関

○○○２期――――――――蜂谷病院

○―○○○○○―○○○○阿部医院

○―○２期―２期――――――新井内科クリニック

―○○○○○○○○○○○小児科おぎわらクリニック

○○○○○○○○○○○○たなか医院

○―○○○○―○○○○○富士クリニック

―○○○○○○○○○○○益田小児科医院

○―○―○○――○―――みづほクリニック

○―○２期――――――――三浦医院

○―○○○○○○○○○―湯沢医院

○―――――――――――須田内科医院

○―――――――――――高木整形外科

○―――――――――――ましも内科・胃腸科

○―――――――――――黛泌尿器科内科医院

■表２　予防接種を行う町内の医療機関
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接種回数など平成２９年度対象（生年月日）種　別

１～３回目を２７日以上の間隔で３回初回：３回生後２か月～５歳（１回目の接種が生後７か

月を過ぎた場合接種回数が変わります）

ヒブ（インフルエ

ンザ菌ｂ型） 初回３回目終了後、７か月以上間隔をあけ１回追加：１回

１～３回目を２７日以上の間隔で３回初回：３回生後２か月～５歳（１回目の接種が生後７か

月を過ぎた場合接種回数が変わります）
小児の肺炎球菌

生後１年以降、３回目終了後、６０日以上間隔をあけ１回追加：１回

２７日以上の間隔で２回。１回目接種後１３９日以上あけ３回目
生後１歳に至るまでＢ型肝炎

（標準接種期間は生後２～９か月未満）

１～３回目を２０日～５６日の間隔で３回１期初回：３回
生後３か月～９０か月に至るまで

四種混合（ジフテリア・百日
咳・破傷風・不活化ポリオ） １期３回目終了後おおむね１年後に１回１期追加：１回

１～３回目を２０日～５６日の間隔で３回１期初回：３回
生後３か月～９０か月に至るまで不活化ポリオ

１期３回目終了後おおむね１年後に１回１期追加：１回

１歳に至るまでに１回接種
生後１歳に至るまでＢＣＧ

（標準接種期間は生後５～８か月未満）

１回目接種後３か月以上（標準的には６～１２か月）の間隔で２回生後１２～３６か月に至るまで水痘（水ぼうそう）

生後１２～２４か月に至るまでに１回１期：１回生後１２～２４か月に至るまで
麻しん風しん混合

５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間で１回２期：１回平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生

生後６～９０か月に至るまでに６～２８日の間

隔で２回
１期初回：２回３～４歳に達する年齢

日本脳炎
１期２回目終了後おおむね１年後に１回１期追加：１回４～５歳に達する年齢

９～１３歳未満で１回２期：１回９～１３歳未満

１１～１３歳未満で１回

（標準接種期間は小学６年生）
２期：１回１１～１３歳未満

二種混合（ジフテ
リア・破傷風）

・１回目接種後、１か月以上の間隔をあけ２回目、２回目から３～５
か月の間隔をあけ３回目（種類によって異なる場合があります）

・子宮頸がん予防接種は、現在積極的な接種勧奨を見合わせ

ていますが、希望すれば接種することができます

中学１年～高校１年相当の女子子宮頸がん予防

１人１回のみ
・過去に接種したことのある人は対象になりません
・自己負担金は2000円です。医療機関窓口でお支払いくださ
い
・過去に接種したことのない７５歳以上の人は高齢者肺炎球
菌予防接種費用助成制度の対象となりますのでお問い合わ
せください
・詳しくは、健康づくり課へお問い合わせください

昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日生

高齢者の

肺炎球菌

昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日生

昭和１７年４月２日～昭和１８年４月１日生

昭和１２年４月２日～昭和１３年４月１日生

昭和７年４月２日～昭和８年４月１日生

昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生

大正１１年４月２日～大正１２年４月１日生

大正６年４月２日～大正７年４月１日生

□注意事項

・日本脳炎予防接種で、積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃してしまった平成７年４月２日～平成１９年４月１日生

まれの人は、２０歳未満の年齢で不足分の接種を行います。平成１９年４月２日～平成２１年１０月１日生まれの人は、生

後６～９０か月および９～１３歳未満の年齢で１期３回分の接種を行います

・二種混合２期、麻しん風しん混合２期、日本脳炎２期、高齢者の肺炎球菌については、該当する人に個別通知します

・長期にわたる病気などの理由により対象年齢内で接種できなかった人は、健康づくり課へご相談ください

■表１　平成２９年度予防接種一覧表 「未満」、「至るまで」とは対象年齢の前日まで
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町
で
は
、が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
乳
が
ん
検
診

２９

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
金
は

こ
れ
ま
で
通
り
１
０
０
０
円
で

す
が
、
検
査
方
法
が
変
わ
り
、

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
と
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
の
Ｘ
線

検
査
）
に
な
り
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
検
査
内
容
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
自
己
負
担
金
が
５
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
通
り
５
０
０
円

で
受
診
で
き
ま
す
。
検
査
費
用

の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま
す
の

で
、
た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

□
内
容
　
問
診
、
子
宮
頸
部
の

細
胞
診
と
内
診

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
平
成

　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

１０れ
た
女
性

□
自
己
負
担
金
　
５
０
０
円

□
注
意
事
項
　
待
ち
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
、
衣
服
は
ス

カ
ー
ト
を
着
用
し
、
お
越
し

く
だ
さ
い

■
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診

□
期
間
　
６
月
　
日
捷
～
　
月

１２

１２

　
日
画

１５
□
受
付
時
間
　
各
医
療
機
関
の

外
来
受
付
時
間
内

□
実
施
医
療
機
関
　
表
１
の
館

林
市
邑
楽
郡
管
内
の
指
定
医

療
機
関
（
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
個
別
検
診
を
希
望
す
る
人

も
、
健
康
づ
く
り
課
へ
の
申

込
み
が
必
要
で
す
）

【
乳
が
ん
検
診
】

□
内
容
　
問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
（
乳
房
の
Ｘ
線
検
査
）、

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
昭
和

　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

５３れ
た
女
性

□
自
己
負
担
金
　
１
０
０
０
円

□
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
超
音
波

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
人

・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人

・
妊
娠
し
て
い
る
人

・
出
産
後
２
年
以
内
の
人

・
授
乳
中
、
断
乳
直
後
で
乳
汁

分
泌
が
あ
る
人

・
６
か
月
以
内
に
乳
房
に
し
こ

り
や
異
常
な
乳
頭
分
泌
物
な

ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る
人

・
豊
胸
手
術
を
し
て
い
る
人

・
乳
腺
疾
患
（
線
維
腺
腫
・
微

小
石
灰
化
・
乳
腺
症
・
の
う

胞
）
が
あ
り
、
医
療
機
関
で

治
療
ま
た
は
経
過
観
察
中
の

人
・
胸
部
外
傷
（
肋
骨
骨
折
、
打

撲
な
ど
）
が
あ
り
、
外
傷
に

よ
る
痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ

る
人

・
　

年
以
内
に
乳
が
ん
の
既
往

１０が
あ
る
人

・
極
度
に
背
骨
が
湾
曲
し
て
い

る
人

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
植
え
込

み
型
除
細
器
を
挿
入
し
て
い

る
人

　
平
成
　
年
度

　
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

２９

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

55

募集人数
受付時間日程

大腸がん乳がん子宮頸がん

１２５７０８０

午後１時～

２時

３０日晶６月

１２５７０８０２日掌

７月 １２５７０８０５日昌

１２５７０８０１３日昭

■表２　子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診日程表

緯７２・３２６２館林市千代田町３－５０根岸産婦人科医院

緯７２・１６３０館林市本町３－４－５真中医院

緯７２・３１４０館林市成島町２６２－１館林厚生病院

緯７２・８８４１館林市苗木町２５９９－１２８土井レディスクリニック

緯７６・７７７５館林市木戸町６４８まりレディスクリニック

緯８８・６３００邑楽町中野２１３井上医院

緯８６・２２６１千代田町赤岩１１０１小西医院

■表１　館林邑楽郡管内の指定医療機関
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町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

職
員
（
新
規
採
用
お
よ
び
退
職

者
を
含
む
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
部
長
職
】

■
企
画
部
長
　
加
藤
博
惠
（
企

画
部
副
部
長
兼
企
画
課
長
）

■
財
務
部
長
兼
会
計
管
理
者
　

竹
内
寿
治
（
企
画
部
長
）

■
住
民
生
活
部
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
長
　
岩
瀬
和
重
（
健

康
推
進
部
国
保
介
護
課
長
）

■
都
市
建
設
部
長
　
久
保
田
治

男
（
都
市
建
設
部
都
市
整
備

課
長
）

【
副
部
長
職
】

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
所
長
　
石
井
　
有

（
健
康
推
進
部
副
部
長
兼
健

康
づ
く
り
課
長
）

【
課
長
職
】

■
企
画
部

□
企
画
課
長
　
宮
永
和
枝
（
企

画
部
企
画
課
企
画
調
整
係

長
）

■
財
務
部

□
財
政
課
長
　
堀
本
俊
行
（
総

務
部
総
務
課
人
事
係
長
）

□
契
約
管
財
課
長
　
青
木
　
篤

（
教
育
部
庶
務
課
長
）

□
収
納
課
長
　
青
木
宜
尚
（
大

泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設

組
合
副
所
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
長
　
長
谷
川
久

仁
子
（
健
康
推
進
部
国
保
介

護
課
国
民
健
康
保
険
係
長
）

□
健
康
づ
く
り
課
長
　
岩
瀬
良

子
（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く

り
課
課
長
補
佐
）

　
４
月
１
日
付
け

　
町
職
員
人
事
異
動

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
１

・
脳
室
・
腹
腔
シ
ャ
ン
ト
を
し

て
い
る
人

・
前
胸
部
静
脈
ポ
ー
ト
留
置
を

し
て
い
る
人

・
独
歩
不
能
（
ま
っ
す
ぐ
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な

い
）
の
人

□
注
意
事
項

・
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
超
音

波
検
査
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
を
 補
填
 す
る
有
効
な
検

ほ
て
ん

査
で
す
が
、
超
音
波
検
査
に

適
し
た
年
齢
や
乳
房
の
状
態

な
ど
が
あ
り
、
超
音
波
検
査

が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
ご

了
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

・
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
た

め
、
前
開
き
の
衣
服
、
ま
た

は
羽
織
れ
る
衣
服
の
着
用
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
オ
ル
も
ご
用
意
く

だ
さ
い

【
大
腸
が
ん
検
診
】

□
内
容
　
問
診
、
便
潜
血
反
応

検
査
（
便
中
の
血
液
の
有
無

を
調
べ
る
検
査
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
昭
和

　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

５３れ
た
人

□
自
己
負
担
金
　
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

□
期
日
・
時
間
　
表
２
の
と
お

り
□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
申
し
込
む

□
注
意
事
項

・
各
が
ん
検
診
は
実
施
予
定
人

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

・
検
診
日
の
２
週
間
前
頃
に

な
っ
た
ら
、
申
込
み
を
し
た

人
に
受
診
票
を
お
送
り
し
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

・
各
が
ん
検
診
は
、
年
度
内
１

回
の
受
診
と
な
り
ま
す

※
生
活
保
護
世
帯
、
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
事
前
申
請
に

よ
り
、
自
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
検
診
を
受
け
る
前
日
ま
で

に
、
本
人
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人

が
、
印
鑑
と
身
分
証
明
を
持
参
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く

は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

■
住
民
生
活
部

□
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
　
大
澤
弘
美
（
健

康
推
進
部
健
康
づ
く
り
課
健

康
づ
く
り
係
長
）

□
環
境
課
長
　
多
々
木
伸
二

（
住
民
生
活
部
農
政
課
長
兼

農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
長
　
坂
本
藤
夫
（
住

民
生
活
部
環
境
課
長
）

□
都
市
整
備
課
長
　
村
田
浩
二

（
財
務
部
収
納
課
長
）

■
教
育
部

□
庶
務
課
長
　
持
田
一
也
（
教

育
部
庶
務
課
庶
務
係
長
）

□
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
副
所
長
　
小
倉
志
信

（
財
務
部
財
政
課
長
）

【
課
長
補
佐
職
】

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園

長
　
小
林
　
勲
（
教
育
部
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

【
係
長
職
】

■
総
務
部

□
総
務
課
人
事
係
長
　
齊
藤
　

豊
（
総
務
部
安
全
安
心
課
交

通
防
犯
係
長
）

□
安
全
安
心
課
交
通
防
犯
係

長
　
宮
澤
正
彦
（
監
査
委
員

事
務
局
監
査
係
長
）

■
企
画
部

□
企
画
課
企
画
調
整
係
長
　
　

久
保
田
輝
己
（
財
務
部
契
約

管
財
課
用
地
管
財
係
長
）

□
広
報
情
報
課
広
報
広
聴
係

長
　
提
橋
啓
子
（
教
育
部
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
主
幹
）

■
財
務
部

□
契
約
管
財
課
用
地
管
財
係

長
　
横
倉
成
才
（
企
画
部
広

報
情
報
課
広
報
広
聴
係
長
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
　
　

柿
沼
理
恵
子
（
教
育
部
生
涯

学
習
課
公
民
館
管
理
係
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保
険

係
長
　
久
保
田
真
澄
（
健
康

推
進
部
国
保
介
護
課
国
民
健

康
保
険
係
主
幹
）

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
長
　
石
井
美
智
子
（
大
泉

町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組

合
管
理
係
長
）

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
総
括
保
健
師
　
池
谷
正
子

（
社
会
福
祉
部
福
祉
課
障
害

福
祉
係
総
括
保
健
師
）

■
住
民
生
活
部

□
商
工
振
興
課
企
業
誘
致
係

長
　
初
谷
英
之
（
社
会
福
祉

部
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
土
木
係
長
　
藤
見
和

子
（
都
市
建
設
部
下
水
道
課

下
水
道
係
長
）

□
土
木
課
土
木
係
総
括
技
官
　

青
木
　
明（
都
市
建
設
部
下

水
道
課
下
水
道
係
総
括
技

官
） 

□
土
木
課
地
籍
調
査
係
長
　
　

福
田
信
之
（
都
市
建
設
部
土

木
課
土
木
係
長
）

□
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
総

括
技
官
　
高
橋
豪
紀
（
都
市

建
設
部
土
木
課
土
木
係
総
括

技
官
）

□
下
水
道
課
下
水
道
係
長
　
　

伊
藤
博
康
（
都
市
建
設
部
下

水
道
課
付
（
係
長
職
））

□
下
水
道
課
課
付（
係
長
職
）　

茂
木
祐
二
（
都
市
建
設
部
下

水
道
課
付
主
幹
）

■
教
育
部

□
庶
務
課
庶
務
係
長
　
根
岸
典

生
（
住
民
生
活
部
商
工
振
興

課
企
業
誘
致
係
長
）

□
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

長
　
田
部
井
直
美
（
住
民
生

活
部
住
民
課
住
民
係
主
幹
）

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
管
理
係

長
　
内
田
夕
子
（
教
育
部
生

涯
学
習
課
公
民
館
管
理
係
主

幹
）

□
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係

長
　
井
上
千
恵
子
（
社
会
福

祉
部
福
祉
課
障
害
福
祉
係
主

幹
）

□
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
管
理
係
長
　
三
井
小

百
合
（
大
泉
町
外
二
町
環
境

衛
生
施
設
組
合
管
理
係
主

幹
）

【
課
員
】

■
総
務
部

□
総
務
課
課
付
（
群
馬
県
派

遣
）　
篠
原
亮
太
（
財
務
部

収
納
課
）

□
安
全
安
心
課
　
小
林
由
幸

（
総
務
部
総
務
課
課
付
）

■
企
画
部

□
企
画
課
　
佐
藤
直
樹
（
住
民

生
活
部
環
境
課
）

□
国
際
協
働
課
兼
住
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
　
青
木
美
保

（
教
育
部
庶
務
課
）

■
財
務
部

□
税
務
課
　
根
岸
誠
弥
（
新
規

採
用
）

□
収
納
課
　
周
藤
泰
典
（
都
市

建
設
部
下
水
道
課
課
付
）、岡

安
麻
鈴
（
新
規
採
用
）、
宮
澤

康
夫
（
再
任
用
・
短
時
間
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
　
福
島
幸
平
（
企
画

部
企
画
課
）、
湯
澤
孝
太
郎

（
社
会
福
祉
部
高
齢
福
祉

課
）、
岡
田
輝
美
（
再
任
用
・

短
時
間
）

□
高
齢
福
祉
課
　
葛
山
友
規

（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
　
内
田
慎
太

郎
（
健
康
推
進
部
国
保
介
護

課
）、武
藤
亜
依（
新
規
採
用
）
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□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
　

有
坂
友
加
里
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
　

岸
野
直
子
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
西
保
育
園
）、

　
三
輪
裕
里
子
（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
　

武
田
詠
里
子
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
）、

田
村
郁
恵
（
新
規
採
用
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
　
横
田
い
づ
み

（
住
民
生
活
部
商
工
振
興

課
）、藤
田
崇
宏
（
総
務
部
安

全
安
心
課
）、
角
田
恵
梨
（
議

会
事
務
局
）、
津
布
子
友
美

（
新
規
採
用
）、侭
田
　
隆（
再

任
用
・
短
時
間
）

□
健
康
づ
く
り
課
　
小
林
　
愛

（
新
規
採
用
）

■
住
民
生
活
部

□
住
民
課
　
上
原
大
明
（
財
務

部
収
納
課
）、
高
橋
拓
也
（
新

規
採
用
）、
井
達
房
一
（
再
任

用
・
短
時
間
）

□
商
工
振
興
課
　
須
田
綺
羅
々

（
新
規
採
用
）

□
環
境
課
　
林
　
寛
昭
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
）、

　
黒
澤
鎮
也
（
新
規
採
用
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
　
川
島
利
行
（
再
任

用
・
短
時
間
）、
野
村
信
夫

（
再
任
用
・
短
時
間
）、
井
野

口
啓
三
（
再
任
用
・
短
時
間
）

□
下
水
道
課
　
渡
邊
　
静
（
財

務
部
税
務
課
）

□
下
水
道
課
課
付（
群
馬
東
部

水
道
企
業
団
派
遣
）　
恩
田

多
加
志（
再
任
用
・
短
時
間
）、

萩
口
誠
一（
再
任
用
・
短
時

間
）

■
教
育
部

□
庶
務
課
　
小
畠
夕
希
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
図
書
館
）

□
生
涯
学
習
課
　
小
林
瑛
司

（
新
規
採
用
）

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
　
栗
原

正
幸
（
企
画
部
国
際
協
働

課
）

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
　
瀬
下

奈
津
美
（
総
務
部
総
務
課
課

付
）

■
議
会
事
務
局
　
今
野
未
波

（
健
康
推
進
部
国
保
介
護

課
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
　
渡
辺
智
久
（
総
務

部
総
務
課
）、
内
田
直
希
（
住

民
生
活
部
環
境
課
）

【
退
職
者
】
（
３
月
　
日
付
け
）

３１

　
宮
永
孝
雄
（
財
務
部
長
兼
会

計
管
理
者
）、
新
井
尚
雄（
住
民

生
活
部
長
）、
大
谷
俊
行（
都
市

建
設
部
長
）、
楢
原
康
夫（
大
泉

町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長
（
派
遣
））、
恩
田
多
加
志

（
財
務
部
契
約
管
財
課
長
）、　

川
幡
　
修
（
都
市
建
設
部
土
木

課
長
）、
萩
口
誠
一（
都
市
建
設

部
下
水
道
課
課
付
・
課
長
職（
群

馬
東
部
水
道
企
業
団
派
遣
））、

宮
永
清
美
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
西
保
育
園
長
）
、
　

野
村
信
夫
（
都
市
建
設
部
都
市

整
備
課
課
長
補
佐
）、井
野
口
啓

三
（
都
市
建
設
部
土
木
課
工
手

技
手
兼
運
転
技
手
）
、
大
島
菜

月
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
南
保
育
園
保
育
士
）、福
澤
ひ

と
み
（
住
民
生
活
部
住
民
課
主

事
）、
黒
尾
将
之（
都
市
建
設
部

下
水
道
課
主
事
）、侭
田
　
隆

（
健
康
推
進
部
国
保
介
護
課
主

査（
再
任
用
））、糸
井
昌
信
（
企

画
部
国
際
協
働
課
主
査
（
再
任

用
・
短
時
間
））、宮
澤
康
夫
（
財

務
部
収
納
課
主
査
（
再
任
用
・

短
時
間
））、井
達
房
一（
住
民
生

活
部
住
民
課
主
査（
再
任
用
・
短

時
間
））、
川
島
利
行
（
都
市
建

設
部
土
木
課
工
手
技
手
兼
運
転

技
手
（
再
任
用
・
短
時
間
））

新規採用職員
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□
安
全
確
認
の
徹
底
　
機
械
を
動

か
す
際
に
は
、
周
り
に
人
が
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

□
十
分
な
休
息
　
作
業
中
は
、
こ

ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、
県
技
術
支
援
課
生

産
環
境
室
農
業
環
境
保
全
係
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
３
０
３
６
）

ま
た
は
農
政
課
（
内
線
１
３
６
）

へ
。

　
各
児
童
館
で
は
、
春
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
西
児
童
館

【
泥
だ
ん
ご
作
り
】

□
期
日
　
５
月
　
日
　

１３

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
分
３０

□
内
容
　
み
ん
な
で
ピ
カ
ピ
カ
の

□
利
用
で
き
る
人
　
町
内
在
住
の

　
歳
以
上
の
人
（
一
人
で
乗
り

６５降
り
が
可
能
な
人
）
で
、
利
用

者
登
録
を
し
た
人

□
運
行
区
域
　
町
内
全
域
（
約
２

８
０
か
所
）、
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
、
堀
江
病
院
（
太
田
市
）

□
運
行
日
　
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

　
月
　
日
～
１
月
３
日
を
除

１２

２９

く
）

□
運
行
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後

５
時

□
運
賃
（
一
回
の
利
用
に
つ
き
）　

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
は
、
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す

・
町
内
の
移
動
…
３
０
０
円

・
町
外
の
移
動
…
５
０
０
円

□
付
添
者
の
同
乗
　
付
添
者
は
満

　
歳
以
上
の
人
（
一
人
で
乗
り

１２降
り
が
可
能
な
人
）
で
、
同
乗

す
る
際
に
は
付
添
者
証
明
証
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
付

添
者
証
明
証
は
高
齢
福
祉
課
に

て
発
行
し
て
い
ま
す

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

□
利
用
者
登
録
　
高
齢
福
祉
課
で

申
請
す
る
（
本
人
以
外
が
利
用

者
登
録
申
請
を
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
）

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
は
、
高

齢
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
高
齢

福
祉
課
（
緯
　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

　
県
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら

６
月
　
日
を
「
春
の
農
作
業
安
全

３０

運
動
期
間
」
と
定
め
、
農
作
業
中

の
事
故
防
止
に
関
す
る
啓
発
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
前
に
は
、
次
の
事
項
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
正
確
な
機
械
操
作
　
機
械
の
操

作
は
、
正
確
か
つ
慎
重
に
行
い

ま
し
ょ
う

□
危
険
な
箇
所
の
把
握
　
坂
道
や

路
肩
な
ど
か
ら
の
転
落
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあること

から、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地

点を２７地点として測定を実施しています。今後も

調査を継続し、結果は随時広報おおいずみや町

ホームページにてお知らせします。町ホームペー

ジをご覧になれない人には環境課で測定結果を配

布していますので、ご利用ください。

【水道水の安全性】

　３月８日、２２日に町内２か所の浄配水場と、３

月２８日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射

性物質の検査を行った結果、それぞれ放射性物質

は検出されず、飲用に支障がないことが確認され

ています。

【被災者への支援（３月３１日現在）】

□義援金総額　１,７８６万２,４３９円

東日本大震災関連情報

「

ほ

ほ

え

み

」

で

お
で
か
け
し
ま
せ
ん
か

高
齢
福
祉
課

春
の
農
作
業
安
全
運
動

農
政
課

春

の

イ

ベ

ン

ト

各
児
童
館

ケガには

十分注意しま
しょう！
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レ
イ
ン
ボ
ー
泥
だ
ん
ご
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
５
月
１
日
　（月）

■
北
児
童
館

　
北
児
童
館
で
は
、
ク
ラ
ブ
員
を

募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は

申
込
用
紙
に
保
護
者
の
 捺
 印
が
必

な
つ

要
に
な
り
ま
す
。

【
一
輪
車
ク
ラ
ブ
】

□
期
日
　
土
曜
日
（
月
１
回
）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
３
時

□
対
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
４
月
　
日
　

２２

（土）

【
卓
球
ク
ラ
ブ
】

□
期
日
　
月
曜
日
（
月
２
回
）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
４
月
　
日
　

２２

（土）

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２２

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学
校
内

生
物
生
産
南
棟
周
辺
（
北
小
泉

２
の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目

・
野
菜
部
門
…
ナ
ス
苗
、
ピ
ー
マ

ン
苗
、
ト
マ
ト
苗
、
キ
ュ
ウ
リ

苗
、
ス
イ
カ
苗
な
ど

・
草
花
部
門
…
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど

・
バ
イ
オ
部
門
…
サ
ツ
マ
イ
モ

苗
、
観
葉
植
物
苗
、
ハ
ー
ブ
苗
、

シ
モ
ン
ど
ら
焼
き
な
ど

・
食
品
部
門
…
焼
き
そ
ば
、
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
、
焼
き
菓
子
、
プ
リ

ン
な
ど

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
庭
木
、
花
木
苗
木
、

果
樹
苗
木
、
も
ち
つ
き

※
品
物
が
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
立

大
泉
高
等
学
校
（
緯
　
・
３
５
６

６２

４
）
へ
。

　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
浴
室
特

別
清
掃
を
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り

休
館
日
を
変
更
い

た
し
ま
す
。

□
休
館
日
　
５
月

２
日
　（火）

□
開
館
日
　
５
月
５
日
　（金）

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
５
５
５
）
へ
。

６３

情報情報くらしの Information

□納期限　５月１日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　１期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額を

超えると延滞金がかかる場合がありますの

で、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　４月１２日、１９日、２６日および５月

１０日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　４月１５日、２２日、２９日および５月

６日、１３日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

今月の納期

前月対比３月末日現在の数

＋２８４１,７４０　人
人 口

(－８)(７,３４１　人)

＋５４２１,９０３　人
男

(－１７)(３,９８４　人)

－２６１９,８３７　人
女

(＋９)(３,３５７　人)

＋１０３１９,０５３世帯
世帯数

(０）(３,７２２世帯)

出  生　２７人　　死  亡　２４人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２９年累計３月分

５（４）件２（２）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

３５８件１３０件△救 急 出 動

２５件１１件 煙交 通 事 故

２８５件１０２件 煙急 病

４８件１７件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

いっしょに

たのしもう！

春

の

泉

農

フ

ェ

ア

県
立
大
泉
高
等
学
校

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
月

連
休
中
の
休
館
日
変
更

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
医
科

大
学
生
な
ど
へ
医
師
育
成
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。

　
貸
与
終
了
後
に
一
定
期
間
、
館

林
厚
生
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と

で
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

□
募
集
人
員
　
４
人

□
資
格
　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
医
科
大
学
、
ま
た
は
医
科
大
学

院
に
て
医
学
履
修
過
程
に
あ
る

医
学
生

②
医
科
大
学
に
て
医
学
履
修
課
程

を
修
了
し
、
医
師
国
家
資
格
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
人

□
貸
与
期
間
　
１
年
以
上
６
年
以

内
（
た
だ
し
②
に
つ
い
て
は
１

年
以
内
）

□
貸
付
額
　
月
額
　
万
円
（
年
額

１５

１
８
０
万
円
）

□
審
査
　
書
類
審
査
・
面
接
に
よ

り
決
定
し
ま
す

□
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.t

a
teb
a
ya
shikoseib

yoin.jp/

）
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
記
入
の
上
、
戸
籍
抄
本
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
医
師
免
許
の

写
し
を
添
え
て
郵
送
（
〒
　
８
３７４

５
３
３
　
館
林
市
成
島
町
２
６

２
の
１
）
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
人

事
秘
書
課
医
師
確
保
支
援
係
（
緯

　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
自
動
車

税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

□
納
期
限
　
５
月
　
日
　

３１

（水）

□
納
税
場
所
　
県
内
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
自
動
車
税
事
務

所
、
行
政
県
税
事
務
所
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

※
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
５
月
　
日
　
が
引
き
落
と
し

３１

（水）

日
と
な
り
ま
す
。
前
営
業
日
ま
で

に
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
む
場
合

は
平
成
　
年
度
の
納
税
か
ら
の
利

３０

用
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
軽
自
動

車
、
バ
イ
ク
に
は
軽
自
動
車
税
が

か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
館
林

行
政
県
税
事
務
所
（
緯
　
・
４
４

７２

６
１
）
へ
。

□
期
日
　
５
月
４
日
　（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

　
分
３０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
芝
生

広
場
（
邑
楽
町
中
野
３
９
２
４

の
１
）

【
苗
木
配
布
会
】

　
紅
ス
モ
モ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ク
ル

メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
５
種
類
の
苗
木
を

各
１
０
０
本
配
布
し
ま
す
。

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
苗
木
　
本

１０

６０

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
苗
木
　

３０

４０

本
□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
人

【
花
苗
配
布
会
】

　
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
チ
ェ
リ
ー

セ
ー
ジ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
５
種
類

の
花
苗
を
各
　
鉢
配
布
し
ま
す
。

５０

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
花
苗
　
鉢

１０

３０

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
花
苗
　

３０

２０

鉢
□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
人

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
一
人
で
い
る
子
ど

も
は
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
や
す

く
、
大
人
が
で
き
る
努
力
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
自
身
が
防
犯

知
識
を
身
に
付
け
、
自
分
で
自
分

を
守
る
行
動
力
を
育
て
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

□
危
険
な
場
所
を
知
る

・
誰
で
も
出
入
り
で
き
る
場
所
や

周
囲
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
、

ご
み
や
落
書
き
が
放
置
さ
れ
て

い
る
場
所
は
、
犯
罪
が
起
こ
り

や
す
い
た
め
近
づ
か
な
い

・
見
通
し
が
悪
く
人
気
の
な
い
公

園
や
駐
車
場
、
公
衆
ト
イ
レ
、

　
町
で
は
、
在
宅
で
療
養
中

の
た
め
歯
科
医
院
に
受
診
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、
お
口
の

健
診
と
お
口
の
衛
生
に
つ
い

て
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
５
月
～
６
月
頃

（
訪
問
日
時
は
、申
し
込
ん

だ
人
に
後
日
連
絡
し
ま

す
）

□
内
容
　
歯
科
健
診
・
お
口

の
衛
生
指
導

・
入
れ
歯
が
合
わ
な
い

・
む
し
歯
や
気
に
な
る
歯
が

あ
る

・
口
臭
が
気
に
な
る

・
入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
な

ど
□
対
象
　
在
宅
療
養
中
（
要

介
護
度
４
ま
た
は
５
）
で

歯
科
医
院
に
受
診
で
き
な

い
人

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
 

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
捷

２４

□
費
用
　
無
料

※
治
療
希
望
ま
た
は
治
療
が

必
要
な
場
合
は
、
別
途
料
金

（
保
険
診
療
）
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
緯
　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
問問問問問問問問問問
にににににににににに
よよよよよよよよよよ

訪
問
に
よ
るるるるるるるるるるる

おおおおおおおおおお
口口口口口口口口口口
のののののののののの
健健健健健健健健健健

お
口
の
健
診診診診診診診診診診診

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期

館
林
行
政
県
税
事
務
所

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

医

師

育

成

修

学

資

金

館
林
厚
生
病
院
人
事
秘
書
課

医
師
確
保
支
援
係

み

ど

り

の

集

い

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
た
め
の
防
犯
対
策

県
消
費
生
活
課
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神
社
や
寺
の
境
内
、
空
き
家
や

空
き
地
、
工
事
現
場
な
ど
に
は

近
づ
か
な
い

・
自
宅
周
辺
で
あ
っ
て
も
、
非
常

階
段
や
駐
車
場
で
は
遊
ば
な
い

□
身
に
付
け
た
い
行
動
の
例

・
出
掛
け
る
と
き
は
家
族
に
行
き

先
や
会
う
相
手
、
家
に
帰
る
時

間
を
必
ず
伝
え
、
防
犯
ブ
ザ
ー

を
持
つ

・
外
出
中
は
絶
対
に
一
人
に
な
ら

な
い

・
知
ら
な
い
人
に
話
し
掛
け
ら
れ

て
も
付
い
て
行
か
な
い

・
嫌
な
こ
と
は
、
は
っ
き
り
と
断

る
・
人
が
近
寄
っ
て
き
た
ら
手
を
伸

ば
し
て
も
届
か
な
い
距
離
を
保

ち
、
危
険
を
感
じ
た
ら
走
っ
て

逃
げ
る

・
腕
を
摑
ま
れ
ま
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し

た
り
大
声
を
出
し
た
り
し
て
、

す
ぐ
に
逃
げ
る

・
車
に
乗
っ
た
人
に
声
を
掛
け
ら

れ
て
も
近
づ
か
な
い
。
危
険
を

感
じ
た
ら
、
車
の
進
行
方
向
と

反
対
の
方
向
に
逃
げ
る

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
知
ら
な
い
人

と
二
人
き
り
に
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
降
り
る

※
詳
し
く
は
、
県
警
察
本
部
子
ど

も
・
女
性
安
全
対
策
課
（
緯
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
）
ま
た

は
県
消
費
生
活
課
（
緯
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
５
６
）
へ
。

　
群
馬
県
は
、
県
民
一
人
当
た
り

の
ご
み
の
排
出
量
が
平
成
　
年
度

２６

の
実
績
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で

す
。
　
現
状
を
改
善
す
る
に
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
「
物
を
大
切
に
使

う
（
発
生
抑
制
・
リ
デ
ュ
ー
ス
）」

「
要
ら
な
い
物
で
も
使
い
た
い
人

に
譲
る
（
再
利
用
・
リ
ユ
ー
ス
）」

「
再
生
利
用
を
す
る
（
リ
サ
イ
ク

ル
）」
の
「
３
Ｒ
」
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

□
ぐ
ん
ま
３
Ｒ
宣
言
　
個
人
や
団

体
な
ど
で
実
践
で
き
る「
３
Ｒ
」

の
取
り
組
み
を
宣
言
す
る
も
の

で
す
。「
 Ｅ
  Ｃ
Ｏ
 ぐ
ん
ま
」
ホ
ー

エ
 

コ

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
宣
言
を
す
る
こ

と
で
、
自
分
だ
け
の
宣
言
書
を

簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

□
対
象
　
県
内
に
在
住
在
勤
ま
た

は
通
学
す
る
個
人
、
県
内
の
企

業
・
自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

□
宣
言
方
法
　
県
環
境
情
報
サ
イ

ト
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ぐ
ん
ま
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
特
設
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://

w
w
w
.ecog

unm
a
.jp/f_3

r/

）

□
費
用
　
無
料

※
宣
言
を
し
た
人
の
中
か
ら
毎
月

　
人
に
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
ク
リ
ア

１０フ
ァ
イ
ル
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
課
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・

２
８
５
２
）
へ
。

□
期
間
　
４
月
　
日
　
～
７
月
２

２７

（木）

日
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

（日）
は
そ
の
翌
日
が
休
園
）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
　
分
３０

ま
で
）

□
場
所
　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

（
桐
生
市
新
里
町
鶴
ヶ
谷
４
６

０
の
１
）

□
内
容
　
イ
モ
ム
シ
や
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
、
ホ
タ
ル
な
ど
、
初
夏
の

昆
虫
に
つ
い
て
展
示
・
解
説
し

ま
す

□
入
園
料
　
一
般
４
１
０
円
、
大

学
・
高
校
生
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は
無

料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県

立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
緯
０
２
７

７
・
　
・
６
４
４
１
）
へ
。

７４

□
期
日
　
４
月
　
日
　
（
雨
天
中

２９

（土）

止
）

□
時
間
　
正
午
～

□
場
所
　
県
立
群
馬
の
森
（
高
崎

市
綿
貫
町
９
９
２
の
１
）

□
内
容
　
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

群
馬
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏

□
出
演
　
群
馬
交
響
楽
団

□
費
用
　
無
料

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
高
崎
青
年

会
議
所
（
緯
０
２
７
・
３
６
１
・

７
６
０
４
）
へ
。

□
期
間
　
４
月
　
日
　
ま
で

３０

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
園
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

□
場
所
　
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

（
前
橋
市
柏
倉
町
２
４
７
１
の
７
）

□
内
容
　「
上
州
の
旅
路
」
を
テ
ー

マ
に
、約
　
種
・
　
万
球
の
チ
ュ
ー

６０

１７

リ
ッ
プ
が
園
内
を
彩
り
ま
す

□
入
園
料
　
一
般
７
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
と

そ
の
介
護
者（
１
人
）
は
無
料
で
す
。
証

明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク（
緯
０

１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８
）
へ
。

合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同
金金金金金金金金金金
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
式式式式式式式式式式

合
同
金
婚
式
ををををををををををを

開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
しししししししししし
まままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすす

□
期
日
　
５
月
　
日
掌

２１

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大

ホ
ー
ル
棟
（
朝
日
５
の

　
の
１
）

２４
□
対
象
　
戸
籍
上
昭
和
　４２

年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫

妻
※
該
当
と
見
込
ま
れ
る
ご

夫
妻
に
は
、
４
月
中
旬
に

案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

案
内
状
が
届
か
な
い
場
合

は
、
４
月
　
日
晶
ま
で
に
、

２８

高
齢
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

高
齢
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

虫
た
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

ぐ

ん

ま

３

R

宣

言

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

森
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

高
崎
青
年
会
議
所

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
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児
童
館
で
は
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
広

場
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

□
期
日
　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
（
初

１０

１１

回
は
４
月
　
日
　
）

１８

（火）

□
内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
や
親
子
遊

び
、
育
児
相
談
な
ど

□
対
象
　
お
お
む
ね
１
歳
児
未
満

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

□
支
援
す
る
活
動
　
県
管
理
の
道

路
や
河
川
な
ど
公
共
施
設
で
の

除
草
、
花
緑
の
植
栽
、
側
溝
清

掃
を
含
む
活
動
（
１
団
体
に
つ

き
１
申
請
と
な
り
ま
す
。
空
き

缶
・
ご
み
拾
い
の
み
の
活
動
、

除
草
剤
散
布
は
対
象
外
）

□
支
援
す
る
団
体
　
構
成
員
が
　１０

人
以
上
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
４
月
か

ら
平
成
　
年
２
月
末
ま
で
の
間

３０

に
３
回
以
上
、
館
林
市
お
よ
び

邑
楽
郡
内
で
活
動
を
行
う
団
体

□
助
成
金
額
　
２
万
円

□
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
館
林

土
木
事
務
所
施
設
管
理
係
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
（
〒
　
０
０
５

３７４

２
　
館
林
市
栄
町
　
の
１
）
で

２３

提
出
す
る
。
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効

□
申
請
期
限
　
６
月
９
日
　（金）

※
申
請
書
は
土
木
課
（
２
階
　
番
１０

窓
口
）、
土
木
事
務
所
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pre

f.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

館
林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

（
緯
　
・
４
３
５
５
）
へ
。

７２

　
大
泉
国
際
交
流

協
会
で
は
、
語
学

講
座
の
受
講
生
と

協
会
実
施
事
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま

す
。

【
日
本
語
講
座
通
年
コ
ー
ス
】

　
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
、
い
つ
か
ら
で
も
自
由
に
日
本

語
の
勉
強
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

□
期
日
　
毎
週
水
曜
日（
た
だ
し
、

７
月
、　
月
は
開
講
し
ま
せ
ん
）

１２

□
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室
１
（
吉
田
２
０
１
１
の

１
）

□
申
込
方
法
　
当
日
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

□
受
講
料

・
１
回
１
０
０
円
（
　
回
分
１
０

１０

０
０
円
の
回
数
券
を
購
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
）

・
　
歳
以
下
は
無
料

１８

【
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
１
・
Ｎ
２
受

験
準
備
コ
ー
ス
】

　
日
本
語
能
力
試
験
合
格
を
目
指

す
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
講
座

で
す
。

□
期
間
　
５
月
６
日
～
７
月
　
日
２９

（
毎
週
土
曜
日
・
全
　
回
）

１３

□
時
間

・
Ｎ
１
受
験
準
備
コ
ー
ス
…
午
前

９
時
　
分
～
　
時
　
分

１５

１０

４５

・
Ｎ
２
受
験
準
備
コ
ー
ス
…
午
前

　
時
～
午
後
０
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

会
議
室（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

１０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
受
講
料
　
１
０
０
０
円
（
　
歳
１８

以
下
は
無
料
）

□
注
意
事
項

・
初
め
て
の
人
は
テ
キ
ス
ト
を
購

入
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す

・
開
催
回
数
は
、
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

【
英
語
サ
ロ
ン
】

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
英
会
話

を
楽
し
む
サ
ロ
ン
で
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
参
加
者
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
毎
週
火
曜
日（
た
だ
し
、

８
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
）

□
時
間
　
午
後
７
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
コ
コ
ス
大
泉
店
（
坂
田

２
の
　
の
　
）

２２

２０

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
当
日
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
１
回
２
０
０
円
（
た
だ

し
、　

回
分
１
０
０
０
円
の
回

１０

数
券
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）

□
注
意
事
項

・
店
内
で
の
飲
食
費
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す

・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
人

は
、
参
加
費
不
要
で
す

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
は
、
語
学

講
座
を
は
じ
め
、
外
国
人
と
の
交

流
や
外
国
人
児
童
生
徒
な
ど
に
対

す
る
学
習
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語

の
指
導
経
験
や
英
会
話
な
ど
の
専

門
的
な
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
国
際
交
流
に
興
味
を
お
持
ち

の
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
方
法
　
各
語
学
講
座
開
催

場
所
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
（
緯
０
８
０
・
６
８
１
２
・
０

１
５
２
）
へ
。

語

学

講

座

／

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大
泉
国
際
交
流
協
会

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
参
加
者

各
児
童
館

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

館
林
土
木
事
務
所

施
設
管
理
係

お気軽に

ご利用くださ
い！

みどりを

大切に！
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町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
４月１３日昭・２０日昭・２７日昭

５月１１日昭・１８日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
５月９日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

　
日
本
伝
統
文
化
サ
ー
ク
ル
 着
  楽
 

き
 
ら
く

 会
 で
は
、
多
く
の
人
に
浴
衣
作
り

か
いや

着
付
け
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

手
作
り
ゆ
か
た
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

□
期
日
　
５
月
２
日
　
、　
日
　
、

（火）

１６

（火）

　
日
　
、　

日
　
、
６
月
６
日

２３

（火）

３０

（火）

　
、　

日
　
、　

日
　
、　

日

（火）

１３

（火）

２１

（水）

２７

　
　
全
８
回

（火）
□
時
間
　
午
後
３
時
～
５
時

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
２
階
第
３
研
修
室
（
朝
日
５

の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
反
物
を
使
っ
て
世
界
に

ひ
と
つ
だ
け
の
手
作
り
浴
衣
を

作
り
ま
す

□
講
師
　
 大
  家
  靖
  枝
 氏
（
大
家
和

お
お
 
や
 
や
す
 
え

裁
学
院
主
宰
）

□
対
象
　
な
る
べ
く
全
８
回
受
講

で
き
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
日
本
伝
統
文
化

サ
ー
ク
ル
着
楽
会
・
 飯
  島
  成
  美
 

い
い
 
じ
ま
 
な
る
 
み

さ
ん
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
ゆ
か
た
反
物
、

反
物
と
同
色
の
手
縫
い
糸
、
裁

縫
セ
ッ
ト
、
筆
記
用
具
（
反
物

が
用
意
で
き
な
い
場
合
は
、
参

加
費
用
と
別
に
５
０
０
０
円
で

用
意
で
き
ま
す
）

□
費
用
　
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
お
よ
び
材
料
費
）

※
詳
し
く
は
、
日
本
伝
統
文
化

サ
ー
ク
ル
着
楽
会
・
飯
島
成
美
さ

ん
（
緯
０
９
０
・
２
４
７
９
・
４

８
３
９
）
へ
。

　
庭
木
は
年
ご
と
に
伸
び
続
け
、

そ
の
ま
ま
に
す
る
と
枝
葉
が
茂
り

す
ぎ
て
樹
形
が
乱

れ
る
ほ
か
、
日
当

た
り
や
風
通
し
が

悪
く
な
り
病
虫
害

が
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ツ
の

手
入
れ
で
重
要
な
の
が
春
の
「
ミ

ド
リ
（
新
芽
）
摘
み
」
と
秋
の

「
も
み
上
げ
（
古
葉
取
り
）」
作
業

で
す
。

□
期
日
　
５
月
　
日
　

１４

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
内
容
　
初
夏
に
や
っ
て
お
き
た

い
マ
ツ
の
ミ
ド
リ
摘
み

□
講
師
　
 根
  岸
  憲
  一
 氏
（
一
級
造

ね
 
ぎ
し
 
け
ん
 
い
ち

園
技
能
士
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
５
月
１
日
　
　

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
毎
週
木
曜
日
の
午
前
　
時
か
ら

１０

午
後
３
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」

を
開
設
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が

庭
木
や
花
の
作
り
方
、
管
理
の
仕

方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

□
学
校
教
育
へ

・
小
学
校
新
入
学
児
童
氏
名
ゴ
ム

印（
３
４
２
個
）　
　
金
子
印
店

□
財
政
調
整
基
金

・
１
千
万
円
　
富
士
重
工
業
株
式

会
社
群
馬
製
作
所

□
公
用
自
動
車
と
し
て

・
ス
バ
ル
車
５
台
　
富
士
重
工
業

株
式
会
社
群
馬
製
作
所

定例相談
お気軽にご相談ください。

手
作
り
ゆ
か
た
教
室

日
本
伝
統
文
化
サ
ー
ク
ル

着
楽
会
・
飯
島
さ
ん

日

曜

緑

化

講

座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

世界にひとつ
！
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

【第２５回】 年金はきちんと納めましょう

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金

２９

保
険
料
は
１
万
６
４
９
０
円

で
す
。
４
月
初
め
に
年
金
機

構
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
現
金
で
納
付
し
て

い
る
人
は
、
翌
月
末
日
の
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
な
い
と
、
年
金
が
受
給
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

【
納
付
が
遅
れ
た
場
合
の
影

響
】
　
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

「
未
納
」
の
期
間
は
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
や
納
付
要
件
に

は
算
入
で
き
ま
せ
ん
。
納
付

期
限
を
過
ぎ
て
も
一
定
の
期

間
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受

け
取
る
時
の
納
付
要
件
で

は
、
後
か
ら
納
め
た
分
は
未

納
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。　
老
齢
年
金
の
受
給

に
お
い
て
は
、
後
か
ら
納
め

た
分
も
受
給
資
格
期
間
や
年

金
額
の
計
算
に
含
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
金
が
受
給
で

き
な
い
事
態
を
防
止
す
る
た

め
に
も
、
必
ず
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
定
額
保
険
料
の
納

付
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
す
み
や
か
に
国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

知っているようで知らない国民

年金。ここでは、国民年金につ

いての情報をお知らせしていき

ます。

※詳しくは、住民課（内線１２４）、

または太田年金事務所（緯４９・

３７１６）へ。

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
　

春
彼
岸
曾
孫
真
似
し
て
手
を
合
わ
す

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

へ
た
の
数
比
べ
て
笑
う
苺
狩
り

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

鉄
瓶
の
形
こ
そ
良
け
れ
春
茶
席

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

雑
草
と
云
う
名
は
な
く
て
青
き
踏
む

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

沈
丁
花
寄
り
添
う
肩
に
光
満
つ

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

さ
く
ら
咲
く
知
ら
せ
に
踊
る
胸
の
内

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

ガ
ラ
ス
拭
き
窓
よ
り
春
を
覗
き
見
る

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
て
山
笑
う

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ミ
ニ
ー
ち
ゃ
ん

交通指導員の金井道夫隊長さん、長い間お疲

れ様でした。

□村山町長のコメント　「３月１３日の朝、最後

の交通指導に当たる金井隊長さんにお会いし

ました。大泉町交通指導員発足当初より、４８

年間にわたり町の交通安全にご尽力いただき

ありがとうございました。今後のご活躍とご

健勝をお祈りいたします。」

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
き
の
こ
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　「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
マ
チ
イ
ロ
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
マ
チ
イ
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://m
a
chiiro.tow

n/lp/g
u

nm
a
_oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！「マチイロ」

ＱＲコード

　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

お
遊
戯
会
ピ
ン
ク
の
ベ
ス
ト
ス
ー
ツ
着
て

末
孫
踊
る
小
鳥
に
な
り
て

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

ま
だ
十
九
晴
れ
着
姿
の
孫
娘

成
人
の
日
の
前
撮
り
撮
影

前
田
洋
子
（
　
区
）

１１

嵐
に
て
二
度
も
大
き
く
傷
つ
き
し

梅
の
古
木
に
見
事
な
花
咲
く

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

切
り
落
と
し
し
梅
の
小
枝
を
挿
し
置
け
ば

今
朝
は
一
輪
小
さ
く
ひ
ら
く

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

寒
暖
の
厳
し
い
こ
の
春
出
掛
け
ん
と

老
の
悩
み
は
明
日
の
服
装

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

い
と
は
ず
に
子
の
水
や
り
で
生
き
の
び
し

小
さ
き
鉢
に
節
分
草
の
咲
く

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

朝
陽
う
け
枝
を
飛
び
交
う
尾
長
ど
り

柿
の
被
れ
る
初
雪
落
と
す

村
田
厚
子
（
２
区
）

－

い
ず
み
俳
壇

－

流
れ
ゆ
く
雲
の
変
身
木
の
芽
風

林
　
宣
子
（
１
区
）

し
ゃ
ぼ
ん
玉
日
輪
入
れ
て
飛
び
に
け
り

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

早
春
の
日
本
庭
園
遠
州
忌

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

ひ
と
言
に
癒
や
さ
れ
て
お
り
木
の
芽
風

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

昨
日
よ
り
ひ
と
つ
増
え
た
り
蕗
の
薹

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

鳥
帰
る
沼
辺
に
ひ
と
つ
羽
根
残
し

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

吊
る
し
雛
母
頬
ず
り
し
涙
ぐ
み

安
田
　
功
（
　
区
）

２４

鴨
の
二
羽
水
輪
か
さ
ね
て
残
り
け
り

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

の
ど
け
し
や
大
空
を
舞
う
グ
ラ
イ
ダ
ー

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

活
け
て
尚
愛
し
さ
深
き
藪
椿

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

手
に
重
し
友
の
丹
精
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

温
い
春
春
の
足
音
カ
ラ
コ
ロ
と

ヒ
孫
勇
人
も
ピ
カ
一
年
生

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

さ
よ
な
ら
も
い
わ
ず
に
逝
き
し
恋
せ
し
夫
よ

思
い
出
だ
け
を
お
き
ざ
り
に
し
て

久
保
田
ヒ
ロ
子
（
　
区
）

２７

－

や
よ
い
短
歌
会

－
雛
の
入
る
大
き
な
箱
を
ひ
ょ
い
と
持
つ
孫

二
十
歳
力
持
ち
な
り

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

古
稀
迎
え
身
の
引
き
締
ま
る
感
慨
に

新
た
な
一
歩
踏
み
出
す
う
れ
し
さ

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
世
界
の
や
ま
ち
ゃ
ん
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
福
寿
草
が
咲
き
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
水
仙
、
お
だ
ま
き
、

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
等
の
庭
の
花
達
が

芽
を
出
し
始
め
た
時

牟
田
祥
江
さ
ん
（
　
区
）

２６

　
梅
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
、

ち
ら
ほ
ら
咲
き
始
め
た
時
は
花

の
そ
ば
に
寄
り
香
り
を
楽
し
み

春
を
感
じ
て
い
ま
す
。

P
・
N
　
　
区
マ
コ
ち
ゃ
ん

１８

　
花
粉
症
で
鼻
水
が
垂
れ
、
目

が
か
ゆ
く
な
り
始
め
た
と
き
で

す
。

P
・
N
　
お
す
み
さ
ん

　
我
が
家
で
は
孫
が
卒
業
、
入

学
と
２
人
が
迎
え
ま
す
！
　
さ

わ
や
か
な
風
を
感
じ
る
時
、
ふ

と
、
春
を
感
じ
ま
す
。匿

名
希
望

　
春
を
感
じ
る
と
き
、
花
壇
の

土
が
盛
り
上
が
り
割
れ
目
か

ら
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
可
愛
い

芽
が
出
始
め
た
時
で
す
。

P
・
N
　
あ
っ
ち
ゃ
ん

　
ニ
ュ
ー
ス
で
桜
の
開
花
宣
言

を
見
る
と
、
春
だ
な
ぁ
～
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
は
雨
の
中
、
寒

そ
う
な
開
花
宣
言
だ
っ
た
の
で
、

春
は
ま
だ
少
し
先
の
よ
う
で
す
。

匿
名
希
望

　
日
が
長
く
な
っ
た
り
、
夜
明

け
が
早
く
な
っ
た
り
す
る
時

匿
名
希
望

　
大
好
き
な
黄
色
の
福
寿
草
が

咲
い
た
時
で
す
。

匿
名
希
望

「
春
を
感
じ
る
と
き
」

を
教
え
て
！

糸
花
粉
症
…

糸
香
り
を
楽
し
み
に

糸
長
く
な
っ
た
り
…

糸
花
達
が

糸
ニ
ュ
ー
ス
の
桜

糸
ふ
と
感
じ
ま
す

糸
花
壇
の
土

糸
大
好
き
な

広報クイズ

①平成○○年度当初予算

 （伺４ページ）
　佳２８ 加２９ 可３０

②町発足６０周年記念○大会 （伺１４ページ）
　佳花火 加サンバ 可盆踊り

③機構改革を行いました （伺１９ページ）
　佳敷地調査係 加土地調査係 可地籍調査係

④○でおでかけしませんか （伺２８ページ）
　佳ほほえみ 加あおぞら 可にっこり

⑤合同○婚式を行います （伺３１ページ）
　佳銅 加銀 可金

☆「リラックス方法」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　４月２６日昌

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□３月号の正解

　①－研、②－硯、③－絹、④－硯、⑤－絹
□応募総数　８５通で正解は８１通でした

□当選者（敬称略）

安田梨絵（１区）太田恵利（６区）久保田弥生（９区）

小杉　司（９区）三宅莉子（１４区）髙林昭夫（１４区）

新井和志（１５区）八山陽子（１５区）寺島昭雄（１５区）

平田アサ子（１６区）金子優那（１７区）岩瀬菊江（１７区）

藤原正子（１８区）川島佐知子（２２区）安藤夢叶（２２区）

鶴林勝子（２３区）川島光江（２３区）関口澄江（２４区）

関口美和子（３０区）小林智恵美（３０区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！
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好きなこと

たくさん寝ることでリフレッシュしています。ご

飯を食べることも大好きですが、大会前には食事

制限があるので、とても大変です。

自分の性格

とにかく何でも負けず嫌いです。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 石  井  亜  海 さん　（１４歳）
いし い あ み

将
来
の
夢
は
？

親
の
勧
め
で
、
小
学
１
年
生
か
ら

レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
ど
ん
ど
ん

好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
四
連
覇
を
達
成
し
た

伊
調
馨
選
手
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿

勢
、
試
合
の
臨
み
方
が
と
て
も

か
っ
こ
よ
く
、憧
れ
の
存
在
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
表
彰
台
の

一
番
上
に
立
ち
、
世
界
で
大
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に
、

今
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

大
泉
町
立
北
中
学
校
の
３
年
生
で

す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
は
友
だ
ち
の
ギ
ャ
グ
や

お
も
し
ろ
い
話
を
聞
き
、
笑
っ
て

過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
授
業
で
は
、
理
科
の
先
生
が

ユ
ニ
ー
ク
で
、
と
て
も
興
味
深
く

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
最
終
学

年
と
な
り
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に

全
力
で
取
り
組
み
、
良
い
成
績
を

残
し
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い

大
好き

好きなこと

たくさん寝ることでリフレッシュしています。ご

飯を食べることも大好きですが、大会前には食事

制限があるので、とても大変です。

自分の性格

とにかく何でも負けず嫌いです。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 石  井  亜  海 さん　（１４歳）
いし い あ み

将
来
の
夢
は
？

親
の
勧
め
で
、
小
学
１
年
生
か
ら

レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
ど
ん
ど
ん

好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
四
連
覇
を
達
成
し
た

伊
調
馨
選
手
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿

勢
、
試
合
の
臨
み
方
が
と
て
も

か
っ
こ
よ
く
、憧
れ
の
存
在
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
表
彰
台
の

一
番
上
に
立
ち
、
世
界
で
大
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に
、

今
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

大
泉
町
立
北
中
学
校
の
３
年
生
で

す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
は
友
だ
ち
の
ギ
ャ
グ
や

お
も
し
ろ
い
話
を
聞
き
、
笑
っ
て

過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
授
業
で
は
、
理
科
の
先
生
が

ユ
ニ
ー
ク
で
、
と
て
も
興
味
深
く

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
最
終
学

年
と
な
り
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に

全
力
で
取
り
組
み
、
良
い
成
績
を

残
し
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い

【
城
之
内
公
園
の
新
し
い
遊
具
】

　
３
月
下
旬
に
城
之
内
公
園
へ
取

材
へ
行
く
と
、
健
康
遊
具
４
基
と
子

ど
も
用
遊
具
１
基
が
新
し
く
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
取
材
し
た
日

は
、
家
族
連
れ
の
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
新

し
い
遊
具
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

気
温
も
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
、

外
へ
出
る
の
が
楽
し
く
な
っ
た
季

節
、
花
見
を
し
な
が
ら
散
歩
や
運

動
が
で
き
る
城
之
内
公
園
へ
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
１
日
で
も
長
く
き
れ

い
に
咲
い
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

明るく元気で歌をうたった

り、周りを明るくしてくれる

やさしい子です。

好きなものは？

車のオモチャが大好きでよ

く遊んでいます。食べものだ

とニンジン、バナナが大好き

です。

パパ・ママからひとこと

いつもみんなを笑顔にして

くれる結世へ。これからも素

直でのびのび元気に育って

ね!

 渡  邊  結  世 くん
わた なべ ゆう せい

（１６区・２歳）
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多くの応援が力になって、
サヨナラホームラン

富士重工業硬式野球部オープンマッチ

３月２５日、いずみ総合公園町民野球場で「町

発足６０周年記念・富士重工業株式会社社名変

更プレイベント」として、富士重工業硬式野

球部と東芝硬式野球部が対戦しました。同点

で迎えた９回裏２アウト、代打・小杉選手の

サヨナラホームランで、６対５となり、富士

重工業が見事勝利をかざりました。

町発足６０周年オープニングセレモニー

３月３１日で町発足
６０周年を迎えました！
３月３１日、役場町民ホールで「町発足６０周年

オープニングセレモニー」が開催されました。

会場では、町発足６０周年のオープニングを祝し

たテープカットが執り行われ、多くの人が見守

る中、記念すべき６０周年が幕を開けました。ま

た、富士重工業株式会社（４月１日より株式会

社ＳＵＢＡＲＵ）様よりご寄付のお申し出があ

り、セレモニーの中で受納が行われました。

▲写真は３回裏　大熊選手の打席です

(39) 広報おおいずみ　Ｈ29.4.10　Vol.856

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

金管楽器の明るい音色が
響き渡りました

公民館スプリングフェスティバル

ふれあいのつどい

北中学校吹奏楽部がやってくる！

生演奏に合わせて
恋ダンスを披露！

３月２４日、北児童館で「北中吹奏楽部がやってく

る！」が行われ、町立北中学校吹奏楽部員・卒業生

など１０人が演奏を披露しました。「がむしゃら行

進曲」など子どもたちも知っている曲に加え、ドラ

マ主題歌の「恋」の演奏に合わせて子どもたちが

ダンスを披露し、とても盛り上がりました。

３月２４日、町公民館で「ふれあいのつどい」が行わ

れました。町ボランティア協議会が主催し、ひとり暮

らし高齢者が同世代間の交流とボランティアとのふ

れあいやひとり暮らし高齢者の福祉の向上を図るた

めに行われたもので、約１２０人が参加し、食事会や

ボランティアによる踊りなどを楽しみました。

おいしい食事とともに
演芸を楽しみました

３月１２日、町公民館で「スプリングフェスティバル

コンサート・金管五重奏」が行われました。トラン

ペット、トロンボーン、ホルン、チューバの金管五重

奏で、「トランペット吹きの休日」やジャズやポップ

スなどの有名な曲も演奏され、会場の多くの観客

を素敵な音色で楽しませていました。

春の社日大祭

多くの参拝者が見守る
「探湯神事」

３月２５日、社日稲荷神社で「春の社日大祭」が行

われました。町指定重要無形文化財である 探湯 神
くがたち

事は、神主さんが笹を持って熱湯を沸かした釜中を

探り、全身に熱湯を浴せて信託を仰ぐ神事で、関東

地方で唯一の特殊神事です。神事の終わったあと、

神事で使われた笹や麻が参拝者に配られました。
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
４
月
２
日
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
群
馬
製
作
所
本
工
場

で
「
社
名
変
更
記
念
式
典
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
除
幕
式
で
は

紅
白
の
ひ
も
を
引
い
て
新
社
名

の
書
か
れ
た
看
板
が
お
披
露
目

さ
れ
る
と
、
会
場
に
い
た
多
く

の
人
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
橋

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
部
手

島
　
仁
氏
に
よ
る
記
念
講
演
や

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
荻
原
次

晴
氏
と
代
表
取
締
役
社
長
吉
永

泰
之
氏
に
よ
る
記
念
対
談
も
行

わ
れ
、
華
や
か
な
式
典
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　（
沙
）

「
段
ボ
ー
ル
は
と
て
も
奥
が
深

い
で
す
。」
と
話
す
山
口
さ
ん
は

取
締
役
工
場
長
と
し
て
会
社
全

体
を
把
握
し
な
が
ら
、
現
場
で

も
自
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
の
役
割
は
、
品
物

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

ず
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
作
す
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
特

に
供
こ
だ
わ
り
僑
を
持
っ
て
い
ま

タツミ紙工株式会社

№４３

▲取締役工場長

 山  口  幸  宏 さん
やま ぐち ゆき ひろ

す
。
ま
た
若
い
従
業
員
が
多
い

た
め
、
今
ま
で
に
な
い
発
想
が

次
々
と
生
ま
れ
、
積
極
的
に
新

し
い
環
境
作
り
に
取
り
入
れ
て

お
り
、供
今
ま
で
は
僑
で
は
な
く

供
こ
れ
か
ら
は
僑
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
ま
す
。

　
常
に
お
客
様
の
使
い
方
を
意

識
し
、
一
手
間
を
加
え
る
こ
と

で
品
質
面
に
も
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
山
口
さ
ん
に
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
若

い
人
材
を
大
切
に
し
、
活
気
溢

れ
る
職
場
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
技
術
向
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町東小泉１－３０－１

会社の概要：１９５３年４月、東京都にて斎藤紙器製

作所として個人創業を開始し、１９６３年４月に大泉

町へ進出した際に斎藤紙工有限会社となりまし

た。１９７４年７月にタツミ紙工株式会社を設立した

のち、１９８５年８月には、現本社工場のある東小泉

へ移転しました。現在の従業員数は約５０人で、主

に段ボール製品の企画・設計・製造・販売を行い、

段ボールケースや組仕切、緩衝材などを手掛け、

お客様から好評を

いただいており、

顧客のニーズに

合った多種多様な

段ボールを取り

扱っています。

▲加工から検品までの一連作業を行っています

▲完成した段ボールケースと抜型

▲一通りの設備を備えており、多種多様なニーズにお応えします


